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遺
産
分
割
事
件
の
約
7
6
％
は

「
一
般
家
庭
」
で
起
き
て
い
る

　「う
ち
の
家
は
、揉
め
る
ほ
ど
の
遺

産
は
な
い
か
ら
ね
〜
」と
他
人
事
の

よ
う
に
話
せ
て
い
た
の
も
、今
や
昔

の
話
で
す
。
裁
判
所
の『
令
和
4
年

度
司
法
統
計
』に
よ
る
と
、
家
庭
裁

判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
遺
産
分
割
争

い
の
件
数
は
1
2
9
8
2
件
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。こ
れ
は
、2
0
年
前

（
9
0
0
4
件
）の
約
1
・
4
倍
に
増

加
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

同
統
計
に
て
、
遺
産
分
割
事
件
を

遺
産
額
別
に
見
る
と
、
1
0
0
0

万
円
以
下
が
3
3
％
、
1
0
0
0
万

円
〜
5
0
0
0
万
円
が
4
3
％
、

5
0
0
0
万
円
〜
1
億
円
が
1
2
％
、

1
億
円
超
が
8
％
、そ
の
他
不
詳
が

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
7
6
％

は
遺
産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
を
巡

る
事
件
、つ
ま
り
、ご
く
一
般
的
な

家
庭
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、決
し
て
遺
産
が
多
い
か
ら
揉

め
る
わ
け
で
は
な
く
、逆
に
、少
な

い
遺
産
を
奪
い
合
っ
て
い
る
の
が
実

情
と
い
え
ま
す
。

一
般
家
庭
が
揉
め
や
す
い
理
由

　な
ぜ
遺
産
額
が
少
な
い
一
般
家
庭

で
相
続
人
同
士
が
揉
め
て
い
る
の

か
？
そ
の
要
因
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
に「
遺
産
額
の
大
半
が
不
動
産

（
実
家
）で
あ
る
」と
い
う
こ
と
、
第

二
に「
不
動
産
は
分
け
づ
ら
い
資
産

で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。一
般
的

な
家
庭
で
は
、
遺
産
が「
実
家
と
預

貯
金
だ
け
」と
い
う
組
み
合
わ
せ
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
産
総
額
が

1
0
0
0
万
円
〜
5
0
0
0
万
円
で

あ
り
、か
つ
、
遺
産
額
全
体
に
占
め

る
不
動
産
（
実
家
）
価
格
の
割
合
が

高
く
な
る
と
、な
か
な
か
分
割
協
議

が
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　例
え
ば
、親
が
遺
し
た
実
家
と
な

る
と
、
売
却
し
て
売
却
代
金
の
分
配

を
希
望
す
る
者
も
い
れ
ば
、親
と
の

思
い
出
が
あ
る
実
家
を
売
る
こ
と
に

躊
躇
す
る
者
も
い
る
な
ど
、相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
間
で
も
意
見
が
分

か
れ
ま
す
。そ
の
結
果
、相
続
人
の

間
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
紛
争
に

発
展
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

相
続
対
策
よ
り
争
族
対
策

　生
前
に
遺
産
を
ほ
と
ん
ど
使
い
切

る
こ
と
で「
争
い
の
種
」を
取
り
除

く
人
も
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自

分
が
施
設
に
入
所
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、相
続
で
分
け
に
く
い
実
家
を
売

却
換
金
し
、
自
分
の
葬
儀
費
用
以
外

は
遺
産
を
使
い
切
る
と
い
う
も
の
で

す
。子
ど
も
に
は
迷
惑
を
掛
け
ず
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
代
わ
り

に
、
遺
産
も
必
要
最
低
限
し
か
遺
さ

な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
側
も「
親
父
の
人

生
だ
し
、親
父
の
稼
い
だ
金
は
自
由

に
使
っ
た
ら
い
い
」と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
仮
に
、
遺
産
が

何
億
円
も
あ
る
な
ら
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
使
い
切
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、冒
頭
に
あ

る
よ
う
に
、全
体
の
約
7
6
％
が「
遺

産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
」で
揉
め

て
い
る
時
代
で
す
。そ
れ
な
ら
、ほ

と
ん
ど
の
遺
産
を
自
ら
使
い
切
る
こ

と
も
、ど
こ
か
の
団
体
に
遺
贈
寄
付

す
る
こ
と
も
、相
続
人
を
争
わ
せ
な

い
終
活
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

遺産額は、1000万円～5000万円が
いちばん揉める… 2025年1月4日  THE GOLD ONLINE

１日（1938年）

京都府のタクシー会社が
日本初のタクシーメー
ター制を導入。この年の
11月から全国規模に。

タクシー
メーター導入

2日（1963年）

ビートルズの最初のアル
バム「プリーズ・プリー
ズ・ミー」がイギリスで
リリースされる。

ビートルズが
初アルバム

3日（1970年）

20代・30代の女性をター
ゲットにしたファッショ
ン情報誌「an・an」が創刊
される。平均発行部数は
21万部弱。

「an・an」が
創刊される

4日（1967年）

ハワイ出身の高見山が新
十両初の外国出身外国籍
の関取となる。翌年1月
には幕内力士に。1984年
に引退。

外国人初の
関取誕生

7日（1980年）

前年10月に恋人宣言し
た三浦友和との婚約と引
退を発表。同年10月に引
退、11月に結婚。引退時
の年齢は21歳。

山口百恵が
引退発表

8日（1914年）

東京・上野の大正博覧会
会場に日本初のエスカ
レーターが設置され、試
運転が行われる。

日本初エスカ
レーター設置

9日（1959年）

アメリカでバービー人形
の発売が開始。ファッ
ショナブルで精巧な作り
が支持され、爆発的に
ヒットする。

バービー人形
発売開始

10日（2009年）

1985年の阪神タイガー
ス優勝時に道頓堀川に投
棄されたカーネル・サン
ダース人形が24年ぶり
に発見される。

C・サンダース
発見

13日（1937年）

大阪の電気科学館に日本
初のプラネタリウムが設
置。東洋一で約9000個
が投影可能。

日本初の
プラネタリウム

小野田さんが
帰還

14日（1970年）

日本で最初の国際博覧会
である大阪万博が開会。
77カ国が参加。9月13日
に閉会。

日本万国博覧会
開会

15日（2013年）

1980年に発表された新
幹線。側窓を囲んだ緑色
のラインが特徴で、登場
時には「緑の疾風」の愛称
があった。

新幹線200系
電車引退

16日（1934年）

内務省が、瀬戸内海・雲
仙・霧島の3カ所を日本
初の国立公園に指定。国
が保護・管理を行う。

日本初の
国立公園が指定

19日（1927年）

映画の芸術・科学の発展
を図るため、アメリカの
ハリウッドの映画業界関
係者を中心に設立。

アカデミー賞
設立

20日（1951年）

「日本コロンビア」から日
本初のLPレコードが発
売される。発売時の名称
は「長時間レコード」。

日本初のLP
レコード発売

21日（1909年）

大阪毎日新聞社主催の神
戸～大阪間長距離競走が
開催。初めて「マラソン」
の名称が使われる。

日本初の
マラソン競争

22日（1896年）

東京都中央区日本橋本石
町に「日本銀行」本店が落
成。設計者は建築家の辰
野金吾。

「日本銀行」が
落成

25日（1878年）

銀座に開設された中央電
信局の開局祝賀会で50
個のアーク灯が点灯。後
に「電気記念日」に。

日本初の電灯が
点灯される

26日（1958年）

ナンシー梅木がハリウッ
ド映画「サヨナラ」で東洋
人の俳優として初のアカ
デミー賞を受賞。

日本人初の
アカデミー賞受賞

5日（1970年）

核兵器の保有制限、他国
への譲渡・製造・取得の
禁止など、核軍縮を進め
るための条約の一つ。

「核拡散防止条約」
が発効

6日（1946年）

日本初のスポーツ新聞
「日刊スポーツ」（タブロ
イド判4ページで一万五
千部）が創刊される。

「日刊スポーツ」
が創刊

11日（1960年）

アメリカで、太陽の最も
近くをまわる探査機「パ
イオニア5号」が打ち上
げられる。

パイオニア5号
打ち上げ

12日（1974年）

陸軍軍人の小野田寛郎さ
んが、フィリピンのルバ
ング島から30年ぶりに
日本に帰還する。

17日（1988年）

老朽化した後楽園球場に
代わり開場。読売ジャイ
アンツの本拠地。愛称は
「ビッグエッグ」。

「東京ドーム」
がオープン

18日（1946年）

警視庁に初めて婦人警官
が63人が採用される。応
募者数は 1673人で、
26.5倍の難関となる。

婦人警官を
初採用

23日（1930年）

東京の日比谷交差点に、
赤・青・黄の3色による
電気式信号機が設置。そ
れまでは手動式だった。

自動信号機
第1号が設置

24日（1882年）

ドイツの医師、ロベルト・
コッホによって結核菌が
発見された。3月24日は
世界結核デーと制定され
ている。

結核菌の発見

31日（1889年）

パリ万博に合わせて建設
されたエッフェル塔が完
成。フランス人技師の
エッフェルが設計。

エッフェル塔
落成式

29日（1925年）

成年男子による普通選挙
を規定する「普通選挙法」
が加藤高明内閣によって
成立される。

「普通選挙法」
が成立する

30日（1968年）

テレビアニメ「巨人の星」
の放送が開始。「スポ根ア
ニメ」の代名詞的作品と
して人気を博す。最高視
聴率は36.7%。

「巨人の星」が
放送開始

27日（1689年）

松尾芭蕉が江戸を発ち、
東北・北陸の旅に出発す
る。この旅を綴ったのが
「奥の細道」。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅に

28日（1876年）

大礼服着用者、軍人、警察
官以外の帯刀を禁止する
廃刀令が発布。氏族の帯
刀が全面禁止された。

廃刀令が
発布される

３月（弥生・March）
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争
い
の
種
」を
取
り
除

く
人
も
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自

分
が
施
設
に
入
所
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、相
続
で
分
け
に
く
い
実
家
を
売

却
換
金
し
、
自
分
の
葬
儀
費
用
以
外

は
遺
産
を
使
い
切
る
と
い
う
も
の
で

す
。子
ど
も
に
は
迷
惑
を
掛
け
ず
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
代
わ
り

に
、
遺
産
も
必
要
最
低
限
し
か
遺
さ

な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
側
も「
親
父
の
人

生
だ
し
、親
父
の
稼
い
だ
金
は
自
由

に
使
っ
た
ら
い
い
」と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
仮
に
、
遺
産
が

何
億
円
も
あ
る
な
ら
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
使
い
切
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、冒
頭
に
あ

る
よ
う
に
、全
体
の
約
7
6
％
が「
遺

産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
」で
揉
め

て
い
る
時
代
で
す
。そ
れ
な
ら
、ほ

と
ん
ど
の
遺
産
を
自
ら
使
い
切
る
こ

と
も
、ど
こ
か
の
団
体
に
遺
贈
寄
付

す
る
こ
と
も
、相
続
人
を
争
わ
せ
な

い
終
活
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

遺産額は、1000万円～5000万円が
いちばん揉める… 2025年1月4日  THE GOLD ONLINE

１日（1938年）

京都府のタクシー会社が
日本初のタクシーメー
ター制を導入。この年の
11月から全国規模に。

タクシー
メーター導入

2日（1963年）

ビートルズの最初のアル
バム「プリーズ・プリー
ズ・ミー」がイギリスで
リリースされる。

ビートルズが
初アルバム

3日（1970年）

20代・30代の女性をター
ゲットにしたファッショ
ン情報誌「an・an」が創刊
される。平均発行部数は
21万部弱。

「an・an」が
創刊される

4日（1967年）

ハワイ出身の高見山が新
十両初の外国出身外国籍
の関取となる。翌年1月
には幕内力士に。1984年
に引退。

外国人初の
関取誕生

7日（1980年）

前年10月に恋人宣言し
た三浦友和との婚約と引
退を発表。同年10月に引
退、11月に結婚。引退時
の年齢は21歳。

山口百恵が
引退発表

8日（1914年）

東京・上野の大正博覧会
会場に日本初のエスカ
レーターが設置され、試
運転が行われる。

日本初エスカ
レーター設置

9日（1959年）

アメリカでバービー人形
の発売が開始。ファッ
ショナブルで精巧な作り
が支持され、爆発的に
ヒットする。

バービー人形
発売開始

10日（2009年）

1985年の阪神タイガー
ス優勝時に道頓堀川に投
棄されたカーネル・サン
ダース人形が24年ぶり
に発見される。

C・サンダース
発見

13日（1937年）

大阪の電気科学館に日本
初のプラネタリウムが設
置。東洋一で約9000個
が投影可能。

日本初の
プラネタリウム

小野田さんが
帰還

14日（1970年）

日本で最初の国際博覧会
である大阪万博が開会。
77カ国が参加。9月13日
に閉会。

日本万国博覧会
開会

15日（2013年）

1980年に発表された新
幹線。側窓を囲んだ緑色
のラインが特徴で、登場
時には「緑の疾風」の愛称
があった。

新幹線200系
電車引退

16日（1934年）

内務省が、瀬戸内海・雲
仙・霧島の3カ所を日本
初の国立公園に指定。国
が保護・管理を行う。

日本初の
国立公園が指定

19日（1927年）

映画の芸術・科学の発展
を図るため、アメリカの
ハリウッドの映画業界関
係者を中心に設立。

アカデミー賞
設立

20日（1951年）

「日本コロンビア」から日
本初のLPレコードが発
売される。発売時の名称
は「長時間レコード」。

日本初のLP
レコード発売

21日（1909年）

大阪毎日新聞社主催の神
戸～大阪間長距離競走が
開催。初めて「マラソン」
の名称が使われる。

日本初の
マラソン競争

22日（1896年）

東京都中央区日本橋本石
町に「日本銀行」本店が落
成。設計者は建築家の辰
野金吾。

「日本銀行」が
落成

25日（1878年）

銀座に開設された中央電
信局の開局祝賀会で50
個のアーク灯が点灯。後
に「電気記念日」に。

日本初の電灯が
点灯される

26日（1958年）

ナンシー梅木がハリウッ
ド映画「サヨナラ」で東洋
人の俳優として初のアカ
デミー賞を受賞。

日本人初の
アカデミー賞受賞

5日（1970年）

核兵器の保有制限、他国
への譲渡・製造・取得の
禁止など、核軍縮を進め
るための条約の一つ。

「核拡散防止条約」
が発効

6日（1946年）

日本初のスポーツ新聞
「日刊スポーツ」（タブロ
イド判4ページで一万五
千部）が創刊される。

「日刊スポーツ」
が創刊

11日（1960年）

アメリカで、太陽の最も
近くをまわる探査機「パ
イオニア5号」が打ち上
げられる。

パイオニア5号
打ち上げ

12日（1974年）

陸軍軍人の小野田寛郎さ
んが、フィリピンのルバ
ング島から30年ぶりに
日本に帰還する。

17日（1988年）

老朽化した後楽園球場に
代わり開場。読売ジャイ
アンツの本拠地。愛称は
「ビッグエッグ」。

「東京ドーム」
がオープン

18日（1946年）

警視庁に初めて婦人警官
が63人が採用される。応
募者数は 1673人で、
26.5倍の難関となる。

婦人警官を
初採用

23日（1930年）

東京の日比谷交差点に、
赤・青・黄の3色による
電気式信号機が設置。そ
れまでは手動式だった。

自動信号機
第1号が設置

24日（1882年）

ドイツの医師、ロベルト・
コッホによって結核菌が
発見された。3月24日は
世界結核デーと制定され
ている。

結核菌の発見

31日（1889年）

パリ万博に合わせて建設
されたエッフェル塔が完
成。フランス人技師の
エッフェルが設計。

エッフェル塔
落成式

29日（1925年）

成年男子による普通選挙
を規定する「普通選挙法」
が加藤高明内閣によって
成立される。

「普通選挙法」
が成立する

30日（1968年）

テレビアニメ「巨人の星」
の放送が開始。「スポ根ア
ニメ」の代名詞的作品と
して人気を博す。最高視
聴率は36.7%。

「巨人の星」が
放送開始

27日（1689年）

松尾芭蕉が江戸を発ち、
東北・北陸の旅に出発す
る。この旅を綴ったのが
「奥の細道」。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅に

28日（1876年）

大礼服着用者、軍人、警察
官以外の帯刀を禁止する
廃刀令が発布。氏族の帯
刀が全面禁止された。

廃刀令が
発布される

３月（弥生・March）

(８)  
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究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

2
0
2
5
年
1
月
2
日

　現
代
ビ
ジ
ネ
ス

生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
る

　「い
く
ら
延
命
治
療
を
受
け
て
も
、

必
ず
死
は
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
、病

気
に
な
ら
ず
と
も
、い
つ
事
故
や
発
作

で
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
。死
に
方
を
選

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
も

今
、ど
う
生
き
る
か
は
選
択
で
き
ま

す
。今
日『
あ
り
が
と
う
』と
ち
ゃ
ん
と

言
え
た
か
。謝
る
べ
き
人
に
謝
れ
た

か
。い
ま
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
に
取

り
組
め
て
い
る
か
。逆
に
、本
当
は
嫌

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
か
か
ず
ら

わ
っ
て
は
い
な
い
か
。心
配
す
べ
き
は

死
に
方
で
は
な
く
生
き
方
だ
―
。と
鎌

倉
時
代
、曹
洞
宗
を
開
い
た
道
元
禅
師

は
、教
え
て
い
ま
す
」（
大
愚
氏
）

　た
だ
、
そ
う
言
わ
れ
て
頭
で
は
理

解
で
き
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
道
し
る
べ
と
な
っ
て
く
れ

る
の
が
、肉
親
の
よ
う
な
、身
近
な
「
他

者
」の
存
在
で
あ
る
。
神
宮
山
大
禅

寺
（
関
市
）の
根
本
一
徹
住
職
は
、
国

内
外
を
ま
わ
っ
て「
模
擬
葬
儀
」
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
。

「
模
擬
葬
儀
で
は
、
ま
ず
『
大
切
な
モ

ノ
』『
大
切
な
こ
と
（
夢
や
目
標
、
日

課
な
ど
）』『
大
切
な
人
』『
死
ぬ
ま
で

に
や
り
た
い
こ
と
』
を
カ
ー
ド
に
書
き

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
自

分
が
重
病
を
患
い
、
だ
ん
だ
ん
と
動

け
な
く
な
っ
て
弱
り
、
死
ん
で
い
く
』

と
い
う
状
況
を
想
像
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、一
枚
ず
つ
カ
ー
ド
を
捨
て
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
す
」（
根
本
氏
）

　多
く
の
人
が
、
自
分
の
死
を
想
像

し
、
迷
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
涙
を
浮

か
べ
て
カ
ー
ド
を
捨
て
て
い
く
。こ
こ

で
興
味
深
い
の
は
、
最
後
ま
で
握
り

し
め
る「
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の
」が
、

欧
米
人
と
日
本
人
と
で
異
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
欧
米
で
は『
夢
』や
『
目

標
』
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
残
す
人
が

多
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
大
多
数

が
『
大
切
な
人
』
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
残
す
の
で
す
。
欧
米
で
は
、
人
生
は

『
目
的
』こ
そ
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
本
人
は
、
夢
と
は
儚

い
も
の
だ
と
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り

も
『
誰
か
の
た
め
に
生
き
、
そ
し
て
死

に
た
い
』
と
願
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」（
根
本
氏
）

ひ
と
り
で
も
孤
独
じ
ゃ
な
い

　最
期
ま
で
身
近
な
人
を
想
い
、
大

切
に
し
な
が
ら
去
っ
て
ゆ
く
―
そ
ん
な

姿
に
、
残
さ
れ
た
人
々
は
強
く
胸
を

打
た
れ
る
。
前
出
の
大
河
内
氏
の
父

は
、ま
さ
し
く
そ
ん
な
温
か
な
最
期
を

迎
え
た
。「
膵
臓
が
ん
で
亡
く
な
る
前

夜
に
家
族
を
呼
び
『
先
に
行
く
か
ら

な
。
お
前
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
来
い
』
と

最
期
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

亡
く
な
る
瞬
間
、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

ふ
っ
と
手
を
挙
げ
て
、
少
し
笑
み
を
浮

か
べ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
、

迎
え
に
来
た
誰
か
に
『
お
お
、
久
し
ぶ

り
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　死
と
は
『
究
極
の
孤
独
』
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
も
一
緒
に
死
ん
で

は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
仏
教
の
世

界
観
で
は
、
人
は
死
後
、
誰
も
い
な
い

場
所
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
あ
ち
ら
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
自
分
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
」。こ
の
こ
と
を
最
期
の
瞬
間
ま
で

心
に
留
め
て
い
れ
ば
、
恐
怖
に
囚
わ

れ
ず
「
美
し
く
逝
く
」こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
、
先
人
た
ち
は
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
限
定
承
認
」、
相
続
放
棄
と

ど
う
違
う
？

　限
定
承
認
は
、
被
相
続
人
に
ど
の

く
ら
い
の
借
金
が
あ
る
か
不
明
な
場

合
や
、
債
務
超
過
が
明
ら
か
だ
け
れ

ど
も
自
宅
な
ど
の
特
定
財
産
を
承
継

し
た
い
と
き
な
ど
に
選
択
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
限

定
承
認
は
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産

の
限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の

債
務
（
借
金
）
お
よ
び
遺
贈
を
弁
済

す
る
こ
と
を
留
保
し
て
相
続
の
承
認

を
す
る
方
法
で
す
（
9
2
2
条
）。

　た
と
え
ば
、1
億
円
を
相
続
し
た

後
に
、
借
金
が
1
億
3
0
0
0
万
円

あ
る
と
わ
か
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。こ

の
と
き
、
限
定
承
認
し
て
い
れ
ば
、1

億
円
の
範
囲
で
借
金
を
返
済
す
れ
ば

良
く
、
残
り
の
3
0
0
0
万
円
は
返

済
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　限
定
承
認
を
す
る
に
は
、
相
続
財

産
の
目
録
を
作
り
、
自
己
の
た
め
に

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
と
き
か
ら
3
ヶ
月
以
内
に
家
庭
裁

判
所
に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
9
2
4
条
）。
相
続
人
が
2
人
以

上
い
る
場
合
は
相
続
人
全
員
が
限
定

承
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
9
2
3
条
）。

　限
定
承
認
を
し
た
場
合
、
金
銭
以

外
の
財
産
は
競
売
に
よ
っ
て
す
べ
て

換
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
9
3
2
条
）。
し
か
し
、
相
続
人
の
中

に
自
宅
な
ど
限
定
承
認
者
が
保
有
し

続
け
た
い
財
産
が
あ
る
場
合
、
競
売

に
よ
る
換
価
で
は
な
く
、
家
庭
裁
判

所
が
選
任
し
た
鑑
定
人
の
評
価
額
を

限
定
承
認
者
が
、
自
己
の
固
有
の
財

産
か
ら
弁
済
す
れ
ば
競
売
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
9
3
2
条
）。

　限
定
承
認
を
選
択
し
た
場
合
、
相

続
開
始
の
日
に
被
相
続
人
か
ら
相
続

人
に
相
続
財
産
が
時
価
で
譲
渡
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
譲
渡
所
得
税
が

課
税
さ
れ
被
相
続
人
の
債
務
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
譲
渡
所

得
に
関
し
て
は
相
続
の
開
始
の
あ
っ
た

日
か
ら
4
ヶ
月
以
内
に
被
相
続
人
の

準
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　限
定
承
認
を
し
て
も
相
続
人
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
生
命
保
険
金
の
非
課
税
枠
を
利

用
で
き
ま
す
。
債
務
控
除
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
本
来
の
相
続
財
産
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
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五
百
田
達
成

出
版
社
／ 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー・

　
　
　
　トゥエン
テ
ィ
ワ
ン

な
ぜ
、「
雑
談
」
は
難
し
い
の

で
し
ょ
う
?
そ
れ
は
、
雑
談

が
、普
通
の
会
話
と
は
、ま
っ

た
く
違
う
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
、
難
し
く
て
当
た
り
前
。

本
書
に
ま
と
め
た
い
く
つ
か

の
コ
ツ
を
実
践
す
れ
ば
、
雑

談
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

N
G
例
と
O
K
例
を
フ
ム
フ

ム
と
読
み
進
め
れ
ば
、い
つ

の
間
に
か
気
詰
ま
り
な
相
手

と
も
、
大
事
な
相
手
と
も
う

ま
く
話
せ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人
が
教
え

る
、
超
雑
談
力
7
つ
の
ル
ー

ル+
場
面
別
の
コ
ツ
が
満
載
。

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
使
う

英
中
韓
3
か
国
語
き
ほ

ん
接
客
フ
レ
ー
ズ
】

　
著
者
／ 

西
蔭
浩
子 

他

出
版
社
／
研
究
社

英
中
韓
3
か
国
語
接
客
フ

レ
ー
ズ
集
。予
約
受
付
か
ら
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、客
室
業
務
、ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
、和
食
や
お
風
呂

の
説
明
、観
光
案
内
ま
で
、

場
面
別
の
接
客
表
現
を
広

く
網
羅
し
て
い
ま
す
。カ
タ

カ
ナ
ル
ビ
付
き
＆
英
中
韓
の

音
声
あ
り
で
、会
話
対
策
も

完
ぺ
き
。海
外
か
ら
の
お
客

様
を
温
か
く
お
も
て
な
し
す

る
た
め
の
、シ
ン
プ
ル
で
伝

わ
る
ひ
と
こ
と
表
現
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

新
刊
! 
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

お
役
立
ち
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

ご葬儀関連アイテムあれこれ…

2
0
2
4
年
1
1
月
2
2
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ)

「
眠
ら
な
い
魚
も
夢
心

地
」
ふ
わ
も
ち
木
魚

ク
ッ
シ
ョ
ン

　フ
ェ
リ
シ
モ
が
展
開
す
る

「
お
て
ら
ぶ
™」
は
、「
眠
ら
な

い
魚
も
夢
心
地 

ふ
わ
も
ち

木
魚
ク
ッ
シ
ョ
ン
」の
ウ
ェ

ブ
販
売
を
1
1
月
1
5
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
読
経
と

と
も
に
ぽ
く
ぽ
く
と
鳴
り

響
く
木
魚
を
、
リ
ア
ル
な
プ

リ
ン
ト
で
再
現
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
木
魚
の
デ
ザ

イ
ン
は
日
本
で
唯
一
、
寺
院

用
の
大
き
な
木
魚
を
製
造

し
て
い
る
「
市
川
木
魚
製
造

所
」
監
修
と
い
う
こ
だ
わ
り

よ
う
。
見
た
目
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ふ
わ
も
ち
の
心
地

よ
い
触
感
が
く
せ
に
な
り
ま

す
。お
昼
寝
の
枕
に
し
た
り
、

抱
き
か
か
え
た
り
、
ふ
れ
て

い
る
と
じ
ん
わ
り
と
不
思
議

な
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
そ

う
で
す
。

　お
寺
に
あ
る
大
き
い
木

魚
か
ら
着
想
を
得
た
ビ
ッ

グ
サ
イ
ズ
の
木
魚
ク
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。中
わ
た
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た

似
顔
絵
入
り
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

　「動
物
の
お
花
屋
さ
ん
マ

イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
」
を
運
営
す

る
株
式
会
社
岡
田
商
会
（
兵

庫
県
）
は
1
2
月
1
2
日
よ

り
、
故
人
の
似
顔
絵
入
り
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

「
B
l
o
o
m
i
n
g 

M
e
m
o
r
i
e
s 

〜
永
遠

の
記
憶
〜
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

記
憶
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、マ
イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
店
主

が
企
画
し
た
、「
思
い
出
を
咲

か
せ
る
」フ
ラ
ワ
ー
B
O
X
。

四
十
九
日
や
一
周
忌
な
ど
、

心
の
整
理
が
少
し
進
ん
だ
節

目
で
、
故
人
を
忍
び
、
改
め

て
追
悼
す
る
た
め
の
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
本
香
堂)

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
岡
田
商
会)

果
物
を
集
め
た
か
わ

い
い
木
ダ
ル
マ

　並
べ
て
か
わ
い
い
小
さ
な

果
物
の
天
然
木
か
ら
生
ま
れ

た
小
さ
な
ダ
ル
マ
5
人
組
。

神
棚
・
神
具
な
ど
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ア
イ

テ
ム
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
か
み
さ
ま
と

お
う
ち
」で
は
、
木
の
温
も

り
を
大
切
に
し
た
新
た
な
縁

起
物
と
し
て
、フ
ル
ー
ツ
の

木
か
ら
削
り
出
さ
れ
た
小
さ

な
ダ
ル
マ
5
個
セ
ッ
ト
「
フ

ル
ー
ツ
小
だ
る
ま
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
発
売
い
た
し
ま

し
た
。「
ダ
ル
マ
」
と
い
う
縁

起
物
を
、よ
り
身
近
に
・
よ

り
愛
ら
し
い

か
た
ち
で
お

楽
し
み
い
た

だ
き
た
い
と

の
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
、

コ
ン
パ
ク
ト

で
飾
り
や
す

い
ア
イ
テ
ム

で
す
。

シ
ル
エ
ッ
ト
、
ふ
れ
る
た
び

に
癒
や
さ
れ
る
ふ
わ
も
ち
触

感
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
フ
ァ

ス
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
な
の

で
、
ソ
フ
ァ
周
り
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
グ
ッ
ズ
な
ど
を
収
納
す

る
の
に
も
お
役
立
ち
。
ウ
ッ

デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
が
お
部
屋
の

雰
囲
気
に
も
マ
ッ
チ
し
ま

す
。
抱
き
か
か
え
る
の
に

ぴ
っ
た
り
な
サ
イ
ズ
感
な
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

お
と
も
に
。

市
川
木
魚
製
造
所
監
修

　日
本
で
唯
一
、
木
魚
を
作

り
続
け
て
い
る
「
市
川
木
魚

製
造
所
」
が
デ
ザ
イ
ン
を
監

修
。
受
け
継
が
れ
る
職
人
の

技
で
作
ら
れ
る
木
魚
は
、
木

材
の
乾
燥
期
間
も
入
れ
る

と
、
完
成
ま
で
に
1
0
年
以

上
の
年
月
が
か
か
る
と
か
。

ナシ ミカン モモ クリ マンゴー

(2)  

2
0
2
4
年
1
1
月
1
4
日 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

2
0
2
5
年
1
月
2
日

　現
代
ビ
ジ
ネ
ス

生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
る

　「い
く
ら
延
命
治
療
を
受
け
て
も
、

必
ず
死
は
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
、病

気
に
な
ら
ず
と
も
、い
つ
事
故
や
発
作

で
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
。死
に
方
を
選

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
も

今
、ど
う
生
き
る
か
は
選
択
で
き
ま

す
。今
日『
あ
り
が
と
う
』と
ち
ゃ
ん
と

言
え
た
か
。謝
る
べ
き
人
に
謝
れ
た

か
。い
ま
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
に
取

り
組
め
て
い
る
か
。逆
に
、本
当
は
嫌

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
か
か
ず
ら

わ
っ
て
は
い
な
い
か
。心
配
す
べ
き
は

死
に
方
で
は
な
く
生
き
方
だ
―
。と
鎌

倉
時
代
、曹
洞
宗
を
開
い
た
道
元
禅
師

は
、教
え
て
い
ま
す
」（
大
愚
氏
）

　た
だ
、
そ
う
言
わ
れ
て
頭
で
は
理

解
で
き
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
道
し
る
べ
と
な
っ
て
く
れ

る
の
が
、肉
親
の
よ
う
な
、身
近
な
「
他

者
」の
存
在
で
あ
る
。
神
宮
山
大
禅

寺
（
関
市
）の
根
本
一
徹
住
職
は
、
国

内
外
を
ま
わ
っ
て「
模
擬
葬
儀
」
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
。

「
模
擬
葬
儀
で
は
、
ま
ず
『
大
切
な
モ

ノ
』『
大
切
な
こ
と
（
夢
や
目
標
、
日

課
な
ど
）』『
大
切
な
人
』『
死
ぬ
ま
で

に
や
り
た
い
こ
と
』
を
カ
ー
ド
に
書
き

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
自

分
が
重
病
を
患
い
、
だ
ん
だ
ん
と
動

け
な
く
な
っ
て
弱
り
、
死
ん
で
い
く
』

と
い
う
状
況
を
想
像
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、一
枚
ず
つ
カ
ー
ド
を
捨
て
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
す
」（
根
本
氏
）

　多
く
の
人
が
、
自
分
の
死
を
想
像

し
、
迷
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
涙
を
浮

か
べ
て
カ
ー
ド
を
捨
て
て
い
く
。こ
こ

で
興
味
深
い
の
は
、
最
後
ま
で
握
り

し
め
る「
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の
」が
、

欧
米
人
と
日
本
人
と
で
異
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
欧
米
で
は『
夢
』や
『
目

標
』
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
残
す
人
が

多
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
大
多
数

が
『
大
切
な
人
』
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
残
す
の
で
す
。
欧
米
で
は
、
人
生
は

『
目
的
』こ
そ
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
本
人
は
、
夢
と
は
儚

い
も
の
だ
と
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り

も
『
誰
か
の
た
め
に
生
き
、
そ
し
て
死

に
た
い
』
と
願
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」（
根
本
氏
）

ひ
と
り
で
も
孤
独
じ
ゃ
な
い

　最
期
ま
で
身
近
な
人
を
想
い
、
大

切
に
し
な
が
ら
去
っ
て
ゆ
く
―
そ
ん
な

姿
に
、
残
さ
れ
た
人
々
は
強
く
胸
を

打
た
れ
る
。
前
出
の
大
河
内
氏
の
父

は
、ま
さ
し
く
そ
ん
な
温
か
な
最
期
を

迎
え
た
。「
膵
臓
が
ん
で
亡
く
な
る
前

夜
に
家
族
を
呼
び
『
先
に
行
く
か
ら

な
。
お
前
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
来
い
』
と

最
期
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

亡
く
な
る
瞬
間
、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

ふ
っ
と
手
を
挙
げ
て
、
少
し
笑
み
を
浮

か
べ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
、

迎
え
に
来
た
誰
か
に
『
お
お
、
久
し
ぶ

り
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　死
と
は
『
究
極
の
孤
独
』
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
も
一
緒
に
死
ん
で

は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
仏
教
の
世

界
観
で
は
、
人
は
死
後
、
誰
も
い
な
い

場
所
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
あ
ち
ら
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
自
分
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
」。こ
の
こ
と
を
最
期
の
瞬
間
ま
で

心
に
留
め
て
い
れ
ば
、
恐
怖
に
囚
わ

れ
ず
「
美
し
く
逝
く
」こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
、
先
人
た
ち
は
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
限
定
承
認
」、
相
続
放
棄
と

ど
う
違
う
？

　限
定
承
認
は
、
被
相
続
人
に
ど
の

く
ら
い
の
借
金
が
あ
る
か
不
明
な
場

合
や
、
債
務
超
過
が
明
ら
か
だ
け
れ

ど
も
自
宅
な
ど
の
特
定
財
産
を
承
継

し
た
い
と
き
な
ど
に
選
択
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
限

定
承
認
は
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産

の
限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の

債
務
（
借
金
）
お
よ
び
遺
贈
を
弁
済

す
る
こ
と
を
留
保
し
て
相
続
の
承
認

を
す
る
方
法
で
す
（
9
2
2
条
）。

　た
と
え
ば
、1
億
円
を
相
続
し
た

後
に
、
借
金
が
1
億
3
0
0
0
万
円

あ
る
と
わ
か
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。こ

の
と
き
、
限
定
承
認
し
て
い
れ
ば
、1

億
円
の
範
囲
で
借
金
を
返
済
す
れ
ば

良
く
、
残
り
の
3
0
0
0
万
円
は
返

済
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　限
定
承
認
を
す
る
に
は
、
相
続
財

産
の
目
録
を
作
り
、
自
己
の
た
め
に

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
と
き
か
ら
3
ヶ
月
以
内
に
家
庭
裁

判
所
に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
9
2
4
条
）。
相
続
人
が
2
人
以

上
い
る
場
合
は
相
続
人
全
員
が
限
定

承
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
9
2
3
条
）。

　限
定
承
認
を
し
た
場
合
、
金
銭
以

外
の
財
産
は
競
売
に
よ
っ
て
す
べ
て

換
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
9
3
2
条
）。
し
か
し
、
相
続
人
の
中

に
自
宅
な
ど
限
定
承
認
者
が
保
有
し

続
け
た
い
財
産
が
あ
る
場
合
、
競
売

に
よ
る
換
価
で
は
な
く
、
家
庭
裁
判

所
が
選
任
し
た
鑑
定
人
の
評
価
額
を

限
定
承
認
者
が
、
自
己
の
固
有
の
財

産
か
ら
弁
済
す
れ
ば
競
売
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
9
3
2
条
）。

　限
定
承
認
を
選
択
し
た
場
合
、
相

続
開
始
の
日
に
被
相
続
人
か
ら
相
続

人
に
相
続
財
産
が
時
価
で
譲
渡
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
譲
渡
所
得
税
が

課
税
さ
れ
被
相
続
人
の
債
務
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
譲
渡
所

得
に
関
し
て
は
相
続
の
開
始
の
あ
っ
た

日
か
ら
4
ヶ
月
以
内
に
被
相
続
人
の

準
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　限
定
承
認
を
し
て
も
相
続
人
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
生
命
保
険
金
の
非
課
税
枠
を
利

用
で
き
ま
す
。
債
務
控
除
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
本
来
の
相
続
財
産
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

2/2

【
超
雑
談
力
】

　
著
者
／ 

五
百
田
達
成

出
版
社
／ 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー・

　
　
　
　トゥエン
テ
ィ
ワ
ン

な
ぜ
、「
雑
談
」
は
難
し
い
の

で
し
ょ
う
?
そ
れ
は
、
雑
談

が
、普
通
の
会
話
と
は
、ま
っ

た
く
違
う
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
、
難
し
く
て
当
た
り
前
。

本
書
に
ま
と
め
た
い
く
つ
か

の
コ
ツ
を
実
践
す
れ
ば
、
雑

談
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

N
G
例
と
O
K
例
を
フ
ム
フ

ム
と
読
み
進
め
れ
ば
、い
つ

の
間
に
か
気
詰
ま
り
な
相
手

と
も
、
大
事
な
相
手
と
も
う

ま
く
話
せ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人
が
教
え

る
、
超
雑
談
力
7
つ
の
ル
ー

ル+
場
面
別
の
コ
ツ
が
満
載
。

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
使
う

英
中
韓
3
か
国
語
き
ほ

ん
接
客
フ
レ
ー
ズ
】

　
著
者
／ 

西
蔭
浩
子 

他

出
版
社
／
研
究
社

英
中
韓
3
か
国
語
接
客
フ

レ
ー
ズ
集
。予
約
受
付
か
ら
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、客
室
業
務
、ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
、和
食
や
お
風
呂

の
説
明
、観
光
案
内
ま
で
、

場
面
別
の
接
客
表
現
を
広

く
網
羅
し
て
い
ま
す
。カ
タ

カ
ナ
ル
ビ
付
き
＆
英
中
韓
の

音
声
あ
り
で
、会
話
対
策
も

完
ぺ
き
。海
外
か
ら
の
お
客

様
を
温
か
く
お
も
て
な
し
す

る
た
め
の
、シ
ン
プ
ル
で
伝

わ
る
ひ
と
こ
と
表
現
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

新
刊
! 
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

お
役
立
ち
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

ご葬儀関連アイテムあれこれ…

2
0
2
4
年
1
1
月
2
2
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ)

「
眠
ら
な
い
魚
も
夢
心

地
」
ふ
わ
も
ち
木
魚

ク
ッ
シ
ョ
ン

　フ
ェ
リ
シ
モ
が
展
開
す
る

「
お
て
ら
ぶ
™」
は
、「
眠
ら
な

い
魚
も
夢
心
地 

ふ
わ
も
ち

木
魚
ク
ッ
シ
ョ
ン
」の
ウ
ェ

ブ
販
売
を
1
1
月
1
5
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
読
経
と

と
も
に
ぽ
く
ぽ
く
と
鳴
り

響
く
木
魚
を
、
リ
ア
ル
な
プ

リ
ン
ト
で
再
現
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
木
魚
の
デ
ザ

イ
ン
は
日
本
で
唯
一
、
寺
院

用
の
大
き
な
木
魚
を
製
造

し
て
い
る
「
市
川
木
魚
製
造

所
」
監
修
と
い
う
こ
だ
わ
り

よ
う
。
見
た
目
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ふ
わ
も
ち
の
心
地

よ
い
触
感
が
く
せ
に
な
り
ま

す
。お
昼
寝
の
枕
に
し
た
り
、

抱
き
か
か
え
た
り
、
ふ
れ
て

い
る
と
じ
ん
わ
り
と
不
思
議

な
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
そ

う
で
す
。

　お
寺
に
あ
る
大
き
い
木

魚
か
ら
着
想
を
得
た
ビ
ッ

グ
サ
イ
ズ
の
木
魚
ク
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。中
わ
た
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た

似
顔
絵
入
り
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

　「動
物
の
お
花
屋
さ
ん
マ

イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
」
を
運
営
す

る
株
式
会
社
岡
田
商
会
（
兵

庫
県
）
は
1
2
月
1
2
日
よ

り
、
故
人
の
似
顔
絵
入
り
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

「
B
l
o
o
m
i
n
g 

M
e
m
o
r
i
e
s 

〜
永
遠

の
記
憶
〜
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

記
憶
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、マ
イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
店
主

が
企
画
し
た
、「
思
い
出
を
咲

か
せ
る
」フ
ラ
ワ
ー
B
O
X
。

四
十
九
日
や
一
周
忌
な
ど
、

心
の
整
理
が
少
し
進
ん
だ
節

目
で
、
故
人
を
忍
び
、
改
め

て
追
悼
す
る
た
め
の
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
本
香
堂)

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
岡
田
商
会)

果
物
を
集
め
た
か
わ

い
い
木
ダ
ル
マ

　並
べ
て
か
わ
い
い
小
さ
な

果
物
の
天
然
木
か
ら
生
ま
れ

た
小
さ
な
ダ
ル
マ
5
人
組
。

神
棚
・
神
具
な
ど
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ア
イ

テ
ム
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
か
み
さ
ま
と

お
う
ち
」で
は
、
木
の
温
も

り
を
大
切
に
し
た
新
た
な
縁

起
物
と
し
て
、フ
ル
ー
ツ
の

木
か
ら
削
り
出
さ
れ
た
小
さ

な
ダ
ル
マ
5
個
セ
ッ
ト
「
フ

ル
ー
ツ
小
だ
る
ま
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
発
売
い
た
し
ま

し
た
。「
ダ
ル
マ
」
と
い
う
縁

起
物
を
、よ
り
身
近
に
・
よ

り
愛
ら
し
い

か
た
ち
で
お

楽
し
み
い
た

だ
き
た
い
と

の
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
、

コ
ン
パ
ク
ト

で
飾
り
や
す

い
ア
イ
テ
ム

で
す
。

シ
ル
エ
ッ
ト
、
ふ
れ
る
た
び

に
癒
や
さ
れ
る
ふ
わ
も
ち
触

感
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
フ
ァ

ス
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
な
の

で
、
ソ
フ
ァ
周
り
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
グ
ッ
ズ
な
ど
を
収
納
す

る
の
に
も
お
役
立
ち
。
ウ
ッ

デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
が
お
部
屋
の

雰
囲
気
に
も
マ
ッ
チ
し
ま

す
。
抱
き
か
か
え
る
の
に

ぴ
っ
た
り
な
サ
イ
ズ
感
な
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

お
と
も
に
。

市
川
木
魚
製
造
所
監
修

　日
本
で
唯
一
、
木
魚
を
作

り
続
け
て
い
る
「
市
川
木
魚

製
造
所
」
が
デ
ザ
イ
ン
を
監

修
。
受
け
継
が
れ
る
職
人
の

技
で
作
ら
れ
る
木
魚
は
、
木

材
の
乾
燥
期
間
も
入
れ
る

と
、
完
成
ま
で
に
1
0
年
以

上
の
年
月
が
か
か
る
と
か
。

ナシ ミカン モモ クリ マンゴー
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(6)  (6)  

親
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
を
勧
め
る
際
の
秘
訣

2
0
2
4
年
1
2
月
1
8
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I)

　株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I

（
東
京
都
）は
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
を
進
め
る
際
に

親
が
記
載
に
苦
労
す
る
点
や
、

子
供
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

す
る
と
親
が
作
成
す
る
可
能

性
が
高
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

記
入
に
苦
労
す
る
項
目

　遺
産
配
分
、
財
産
・
資
産

な
ど
金
融
資
産
関
連
が
上
位

と
な
り
ま
し
た
。
金
融
資
産

に
つ
い
て
は
自
身
で
も
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
詳
細
を
記
載
す
る
こ

と
に
苦
労
し
て
い
る
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
次
い
で
、

「
自
身
の
介
護
・
医
療
の
希
望
」

や
「
葬
儀
・
お
墓
の
希
望
の
記

載
」
に
も
苦
労
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
身
の

万
一
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
に

は
心
理
的
な
抵
抗
感
も
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　次
に
、
親
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
に
前
向
き
に
な
る
よ

う
子
供
が
行
っ
た
工
夫
を
調
査
し

ま
し
た
。

「
子
・
孫
の
た
め
」を
強
調

亡
く
な
っ
た
後
で
子
供
が
困
ら
な

い
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
て
ほ
し

い
と
頼
ん
だ
／
親
の
希
望
が
わ
か

ら
な
い
と
子
供
が
困
る
と
伝
え
た

／
子
供
だ
け
で
な
く
孫
の
た
め
に

も
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

相
続
争
い
の
回
避

作
成
し
て
お
く
こ
と
で
兄
弟
で
の

争
い
や
疑
心
暗
鬼
を
避
け
ら
れ

る
と
伝
え
た
／
財
産
の
分
配
を

決
め
る
こ
と
も
、
託
す
側
の
責
任

で
あ
る
と
話
し
た

書
き
や
す
い
部
分
か
ら
書

い
て
も
ら
う

葬
儀
や
お
墓
な
ど
、
具
体
的
に
範

囲
を
限
定
し
て
書
け
る
と
こ
ろ
か

ら
書
い
て
も
ら
っ
た
／
書
け
る
と

「
冥
土
喫
茶
」が
話
題

　群
馬
県
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
桐

生
駅
。
ビ
ル
の
１
階
に
、
月

に
一
度
、
朝
の
２
時
間
だ
け

オ
ー
プ
ン
す
る
カ
フ
ェ
が
あ

る
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
出

迎
え
て
く
れ
る
の
は
白
い
フ

リ
ル
の
エ
プ
ロ
ン
を
ま
と
っ

た
メ
イ
ド
た
ち
。

　カ
フ
ェ
の
名
前
は
「
冥
土

喫
茶
し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
」。
客

が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
注
文
す

る
と
メ
イ
ド
た
ち
が
静
々
と

お
盆
を
運
び
、目
の
前
で「
お

い
し
く
な
ー
れ
、
喪
え
喪
え

き
ゅ
ん
」と
呪
文
を
唱
え
る
。

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
も
て
な
し

が
売
り
だ
。コ
ン
セ
プ
ト
は

「
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
居

場
所
作
り
」。
市
内
で
子
育

て
支
援
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
の
事
業

と
し
て
始
ま
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
入
り
口
に
は
青

い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で「
三
途

の
川
」
を
し
つ
ら
え
、ト
イ

レ
は「
極
楽
浄
土
」と
命
名
。

帰
り
は
「
こ
の
世
に
疲
れ
ま

し
た
ら
、
ま
た
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
見
送
り
、
接
客

に
工
夫
を
凝
ら
す
。
年
を
重
ね

る
こ
と
に
つ
い
て
気
軽
に
話
せ

る
雰
囲
気
を
作
り
つ
つ
、
認
知

症
予
防
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
い
る
。

　だ
が
、一
番
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
は
、生
き
生
き
と
働

く
メ
イ
ド
の
姿
だ
。
初
代
の
メ

イ
ド
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
き

た
２
人
で
、
普
段
は
学
習
塾
講

師
も
務
め
る
デ
コ
ち
ゃ
ん（
６

６
）と
孫
の
い
る
コ
コ
ち
ゃ
ん（
６

５
）。「
若
い
人
が
や
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
」と
の
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
前
橋
市
の
メ
イ
ド

カ
フ
ェ
を
訪
れ
、接
客
を
研
究

し
た
。
勇
気
を
出
し
て
店
に
出

る
と「
か
わ
い
い
」「
癒
や
さ
れ

る
」と
声
を
か
け
ら
れ
、や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
。２
人

の
姿
に
ひ
か
れ
、
昨
年
１
２
月
、

新
た
に
５
人
が
メ
イ
ド
に
加

わ
っ
た
。
横
倉
店
長
は「
高
齢

者
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て
来

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
メ
イ
ド

と
し
て
接
客
す
る
と
い
う
新
た

な
居
場
所
が
で
き
た
」と
語
る
。

こ
ろ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
書
い
て

み
て
と
依
頼
し
、
無
理
強
い
し
な

か
っ
た

親
族
・
知
人
の
事
例
紹
介

過
去
に
親
族
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
情
報
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず

大
変
だ
っ
た
話
を
親
に
し
た
／
知

人
の
親
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

質
問
形
式
で
作
成
協
力

子
供
か
ら
項
目
ご
と
に
質
問
を

行
い
、
そ
の
回
答
を
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
っ
た
／
終
活
を
一
緒
に

し
よ
う
、
と
声
を
か
け
て
一
緒
に

作
っ
て
い
っ
た

話
題
に
す
る
数
を
増
や
す

親
と
今
後
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
合
う
時
間
を
持
っ
た
／
お
盆
や

正
月
な
ど
親
族
が
集
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

話
を
す
る
よ
う
に
し
た

意
思
を
残
せ
る
う
ち
に

認
知
症
に
な
る
前
に
作
成
し
よ
う
、

と
優
し
く
伝
え
た
／
も
し
も
の
時

に
後
で
後
悔
し
な
い
よ
う
、
事
前

に
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

●
祖
父
は
趣
味
で
詩
吟
を
嗜

ん
で
お
り
、
結
構
強
い(

？)

人
だ
っ
た
ら
し
い
、師
匠
的
な
。

そ
の
関
係
で
、
詩
吟
の
会
御
一

行
様
が
お
葬
式
に
来
て
下
さ
っ

た
。
こ
の
時
、
私
は
従
兄
弟
と

く
だ
ら
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
す
る
と
い
き
な
り
会

場
の
方
か
ら
大
合
唱
が
聞
こ

え
て
く
る
で
は
な
い
か
。
従
兄

弟
と
二
人
会
場
に
戻
る
と
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
集
団
が

何
か
を
唱
え
て
い
る
、
何
事

だ
？
ど
う
や
ら
弔
い
の
歌
を
み

ん
な
で
詠
っ
て
く
れ
た
ら
し

い
。
親
族
へ
の
確
認
な
し
に
大

合
唱
し
始
め
た
ら
し
い
か
ら
こ

れ
に
は
み
ん
な
驚
き
困
惑
し
て

い
た
。
結
局
途
中
で
止
め
る
訳

に
も
い
か
ず
、
最
後
ま
で
彼
・

彼
女
ら
は
気
持
ち
よ
く
詠
い

き
っ
た
後
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
帰
っ

て
い
く
。
そ
ん
な
方
々
が
こ

ぞ
っ
て
来
て
歌
を
詠
ん
で
行
く

ほ
ど
に
祖
父
は
そ
の
界
隈
の

方
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
の
だ
な

あ
と
思
っ
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
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2
0
2
5
年
1
月
1
日

　毎
日
新
聞

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。不動産

売れぬ分けれぬ
手離せぬ

(60代 女性 今田 由芽)

買い手無い
とは遺言に
書いてない

（40代 女性 にじのいろ)

いらないと
言ってた義姉が
放棄せず

(60代 女性 ラージプリン)

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　株
式
会
社
ベ
ル
コ
堺
支
社 

河

内
長
野
支
部
代
理
店
は
、3
月

1
8
日
に
「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　近
年
増
加
す
る
住
宅
侵
入
や

窃
盗
犯
罪
の
対
策
に
つ
い
て
、
大

阪
府
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全

課
の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
実

践
的
な
防
犯
対
策
を
学
び
ま
す
。

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
べ
き
点

や
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を
高

め
る
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

　本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
社
会
が

抱
え
る
防
犯
の
課
題
を
解
決
し
、

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
が
協

力
し
合
い
、
防
犯
意
識
を
高
め
る

こ
と
で
、
安
心
安
全
な
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

セ
ミ
ナ
ー
で
共
有
さ
れ
た
知
識

は
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
も

役
立
つ
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

故
人
が
話
し
・
笑
い
か

け
る
遺
影
サ
ー
ビ
ス

　冠
婚
・
葬
祭
・
互
助
会
を
展
開

す
る
ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株

式
会
社
（
埼
玉
県
）
は
、A
I
ア

バ
タ
ー
の
生
成
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
F
L
A
T
B
O
Y
が
開
発

し
、
当
社
が
運
営
を
行
う
、
動
き・

話
し
・
笑
い
か
け
る
遺
影
サ
ー
ビ

ス「
R
e
v
i
b
o
t
」
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
A
I
ア
バ
タ
ー
は

遺
影
と
し
て
の
ご
利
用
の
み
な
ら

ず
、
ご
遺
族
様
や
未
来
の
ご
家
族

様
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真

や
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
か

ら
、
生
前
の
人
相
・
声
・
話
し
方

の
癖
の
情
報
を
引
き
出
し
、
生
成

A
I
に
よ
っ
て
動
い
た
り
、
話
し

た
り
す
る
動
画
を
作
り
出
す

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

　「R
e
v
i
b
o
t
」
に
て
生
成

し
た
故
人
様
の
A
I
ア
バ
タ
ー
を

ご
提
供
す
る
こ
と
で
、
故
人
様
の

想
い
出
や
、
時
を
超
え
て
伝
え
続

け
た
い
想
い
を
、
寂
し
く
な
い
カ

タ
チ
で
よ
り
リ
ア
ル
に
体
験
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

宇
宙
S
O
H(

葬
・
想)

人

工
衛
星
打
上
げ
成
功

　宇
宙
葬
を
行
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
株
式
会
社

S
P
A
C
E 

N
T
K
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
1
日
、ア

メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
あ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空

軍
基
地
か
ら
日
本
人
1
6
人
分

と
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
や

D
N
A(

髪
の
毛)

、メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
、歌
や
モ
ー
ル
ス
信
号
の

デ
ー
タ
な
ど
を
納
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
人
工
衛
星
の
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。ス
ペ
ー
ス
X
社
の

ロ
ケ
ッ
ト「
フ
ァ
ル
コ
ン
9
」に
、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
工
衛
星

「
M
A
G
O
K
O
R
O
号
第
二

弾
」を
搭
載
。当
社
の
打
上
げ
成

功
は
2
0
2
2
年
4
月
に
続
き

2
回
目
。前
回
の
人
工
衛
星
は

日
本
製
。オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
で
ご

遺
骨
の
み
を
搭
載
し
た
単
独
打

上
げ
は
世
界
初
で
し
た
。今
回

の
打
上
げ
で
は
、宇
宙
へ
旅
立
ち

星
に
な
る
品
と
し
て
少
量
で
は

な
く
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
と

モ
ー
ル
ス
信
号
デ
ー
タ
が
世
界

初
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
も
共
感

　2
0
1
8
年
、ア
メ
リ
カ
の
国

際
宇
宙
開
発
会
議
で
自
身
の
夢
で

あ
る
「
宇
宙
S
O
H
®(

葬
・
想)

」

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
宇
宙
S
O
H
®
は
、
人
や

ペ
ッ
ト
の
ご
遺
骨
を
専
用
B
O
X

に
納
め
る
他
、
ご
遺
骨
だ
け
の
人

工
衛
星
も
打
上
げ
可
能
と
い
う
世

界
初
の
試
み
。
星
と
し
て
地
球
を

約
一
年
周
回
し
た
後
、
大
気
圏
に

再
突
入
し
燃
え
つ
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
空
を
見
上
げ
る
こ
と

で
故
人
を
偲
ぶ
新
し
い
葬
儀
の
カ

タ
チ
で
す
。そ
の
会
議
場
で
出
会
っ

た
一
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
友
好
を

深
め
て
い
く
中
、
下
準
備
が
整
い

彼
に
連
絡
。
上
司
で
あ
る
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
も
世
界
初
の
宇
宙

葬
ビ
ジ
ネ
ス
に
共
感
し
て
く
れ
、

ス
ペ
ー
ス
X
社
と
の
ロ
ケ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
契
約
を
交
わ
し
、
夢

の
実
現
に
繋
が
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
1
月
1
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
ベ
ル
コ)

2
0
2
5
年
1
月
8
日

@
P
r
e
s
s(

株
式
会
社
S
P
A
C
E 

N
T
K)

2
0
2
4
年
1
2
月
1
0
日

P
R 

T
I
M
E
S(

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株
式
会
社)
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(6)  (6)  

親
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
を
勧
め
る
際
の
秘
訣

2
0
2
4
年
1
2
月
1
8
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I)

　株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I

（
東
京
都
）は
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
を
進
め
る
際
に

親
が
記
載
に
苦
労
す
る
点
や
、

子
供
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

す
る
と
親
が
作
成
す
る
可
能

性
が
高
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

記
入
に
苦
労
す
る
項
目

　遺
産
配
分
、
財
産
・
資
産

な
ど
金
融
資
産
関
連
が
上
位

と
な
り
ま
し
た
。
金
融
資
産

に
つ
い
て
は
自
身
で
も
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
詳
細
を
記
載
す
る
こ

と
に
苦
労
し
て
い
る
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
次
い
で
、

「
自
身
の
介
護
・
医
療
の
希
望
」

や
「
葬
儀
・
お
墓
の
希
望
の
記

載
」
に
も
苦
労
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
身
の

万
一
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
に

は
心
理
的
な
抵
抗
感
も
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　次
に
、
親
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
に
前
向
き
に
な
る
よ

う
子
供
が
行
っ
た
工
夫
を
調
査
し

ま
し
た
。

「
子
・
孫
の
た
め
」を
強
調

亡
く
な
っ
た
後
で
子
供
が
困
ら
な

い
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
て
ほ
し

い
と
頼
ん
だ
／
親
の
希
望
が
わ
か

ら
な
い
と
子
供
が
困
る
と
伝
え
た

／
子
供
だ
け
で
な
く
孫
の
た
め
に

も
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

相
続
争
い
の
回
避

作
成
し
て
お
く
こ
と
で
兄
弟
で
の

争
い
や
疑
心
暗
鬼
を
避
け
ら
れ

る
と
伝
え
た
／
財
産
の
分
配
を

決
め
る
こ
と
も
、
託
す
側
の
責
任

で
あ
る
と
話
し
た

書
き
や
す
い
部
分
か
ら
書

い
て
も
ら
う

葬
儀
や
お
墓
な
ど
、
具
体
的
に
範

囲
を
限
定
し
て
書
け
る
と
こ
ろ
か

ら
書
い
て
も
ら
っ
た
／
書
け
る
と

「
冥
土
喫
茶
」が
話
題

　群
馬
県
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
桐

生
駅
。
ビ
ル
の
１
階
に
、
月

に
一
度
、
朝
の
２
時
間
だ
け

オ
ー
プ
ン
す
る
カ
フ
ェ
が
あ

る
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
出

迎
え
て
く
れ
る
の
は
白
い
フ

リ
ル
の
エ
プ
ロ
ン
を
ま
と
っ

た
メ
イ
ド
た
ち
。

　カ
フ
ェ
の
名
前
は
「
冥
土

喫
茶
し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
」。
客

が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
注
文
す

る
と
メ
イ
ド
た
ち
が
静
々
と

お
盆
を
運
び
、目
の
前
で「
お

い
し
く
な
ー
れ
、
喪
え
喪
え

き
ゅ
ん
」と
呪
文
を
唱
え
る
。

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
も
て
な
し

が
売
り
だ
。コ
ン
セ
プ
ト
は

「
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
居

場
所
作
り
」。
市
内
で
子
育

て
支
援
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
の
事
業

と
し
て
始
ま
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
入
り
口
に
は
青

い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で「
三
途

の
川
」
を
し
つ
ら
え
、ト
イ

レ
は「
極
楽
浄
土
」と
命
名
。

帰
り
は
「
こ
の
世
に
疲
れ
ま

し
た
ら
、
ま
た
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
見
送
り
、
接
客

に
工
夫
を
凝
ら
す
。
年
を
重
ね

る
こ
と
に
つ
い
て
気
軽
に
話
せ

る
雰
囲
気
を
作
り
つ
つ
、
認
知

症
予
防
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
い
る
。

　だ
が
、一
番
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
は
、生
き
生
き
と
働

く
メ
イ
ド
の
姿
だ
。
初
代
の
メ

イ
ド
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
き

た
２
人
で
、
普
段
は
学
習
塾
講

師
も
務
め
る
デ
コ
ち
ゃ
ん（
６

６
）と
孫
の
い
る
コ
コ
ち
ゃ
ん（
６

５
）。「
若
い
人
が
や
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
」と
の
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
前
橋
市
の
メ
イ
ド

カ
フ
ェ
を
訪
れ
、接
客
を
研
究

し
た
。
勇
気
を
出
し
て
店
に
出

る
と「
か
わ
い
い
」「
癒
や
さ
れ

る
」と
声
を
か
け
ら
れ
、や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
。２
人

の
姿
に
ひ
か
れ
、
昨
年
１
２
月
、

新
た
に
５
人
が
メ
イ
ド
に
加

わ
っ
た
。
横
倉
店
長
は「
高
齢

者
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て
来

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
メ
イ
ド

と
し
て
接
客
す
る
と
い
う
新
た

な
居
場
所
が
で
き
た
」と
語
る
。

こ
ろ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
書
い
て

み
て
と
依
頼
し
、
無
理
強
い
し
な

か
っ
た

親
族
・
知
人
の
事
例
紹
介

過
去
に
親
族
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
情
報
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず

大
変
だ
っ
た
話
を
親
に
し
た
／
知

人
の
親
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

質
問
形
式
で
作
成
協
力

子
供
か
ら
項
目
ご
と
に
質
問
を

行
い
、
そ
の
回
答
を
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
っ
た
／
終
活
を
一
緒
に

し
よ
う
、
と
声
を
か
け
て
一
緒
に

作
っ
て
い
っ
た

話
題
に
す
る
数
を
増
や
す

親
と
今
後
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
合
う
時
間
を
持
っ
た
／
お
盆
や

正
月
な
ど
親
族
が
集
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

話
を
す
る
よ
う
に
し
た

意
思
を
残
せ
る
う
ち
に

認
知
症
に
な
る
前
に
作
成
し
よ
う
、

と
優
し
く
伝
え
た
／
も
し
も
の
時

に
後
で
後
悔
し
な
い
よ
う
、
事
前

に
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

●
祖
父
は
趣
味
で
詩
吟
を
嗜

ん
で
お
り
、
結
構
強
い(

？)

人
だ
っ
た
ら
し
い
、師
匠
的
な
。

そ
の
関
係
で
、
詩
吟
の
会
御
一

行
様
が
お
葬
式
に
来
て
下
さ
っ

た
。
こ
の
時
、
私
は
従
兄
弟
と

く
だ
ら
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
す
る
と
い
き
な
り
会

場
の
方
か
ら
大
合
唱
が
聞
こ

え
て
く
る
で
は
な
い
か
。
従
兄

弟
と
二
人
会
場
に
戻
る
と
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
集
団
が

何
か
を
唱
え
て
い
る
、
何
事

だ
？
ど
う
や
ら
弔
い
の
歌
を
み

ん
な
で
詠
っ
て
く
れ
た
ら
し

い
。
親
族
へ
の
確
認
な
し
に
大

合
唱
し
始
め
た
ら
し
い
か
ら
こ

れ
に
は
み
ん
な
驚
き
困
惑
し
て

い
た
。
結
局
途
中
で
止
め
る
訳

に
も
い
か
ず
、
最
後
ま
で
彼
・

彼
女
ら
は
気
持
ち
よ
く
詠
い

き
っ
た
後
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
帰
っ

て
い
く
。
そ
ん
な
方
々
が
こ

ぞ
っ
て
来
て
歌
を
詠
ん
で
行
く

ほ
ど
に
祖
父
は
そ
の
界
隈
の

方
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
の
だ
な

あ
と
思
っ
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
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2
0
2
5
年
1
月
1
日

　毎
日
新
聞

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。不動産

売れぬ分けれぬ
手離せぬ

(60代 女性 今田 由芽)

買い手無い
とは遺言に
書いてない

（40代 女性 にじのいろ)

いらないと
言ってた義姉が
放棄せず

(60代 女性 ラージプリン)

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　株
式
会
社
ベ
ル
コ
堺
支
社 

河

内
長
野
支
部
代
理
店
は
、3
月

1
8
日
に
「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　近
年
増
加
す
る
住
宅
侵
入
や

窃
盗
犯
罪
の
対
策
に
つ
い
て
、
大

阪
府
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全

課
の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
実

践
的
な
防
犯
対
策
を
学
び
ま
す
。

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
べ
き
点

や
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を
高

め
る
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

　本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
社
会
が

抱
え
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防
犯
の
課
題
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決
し
、

安
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づ
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協
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意
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る
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域
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。
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セ
ミ
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故
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・
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い
か

け
る
遺
影
サ
ー
ビ
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展
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ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
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蔵
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株

式
会
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埼
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I
ア

バ
タ
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会
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O
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話
し
・
笑
い
か
け
る
遺
影
サ
ー
ビ

ス「
R
e
v
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b
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」
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。
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。
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情
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を
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。
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e
v
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宇
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S
O
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衛
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タ
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ト

ア
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S
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A
C
E 

N
T
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2
0
2
4
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1
2
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2
1
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メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
あ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空

軍
基
地
か
ら
日
本
人
1
6
人
分

と
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
や

D
N
A(

髪
の
毛)

、メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
、歌
や
モ
ー
ル
ス
信
号
の

デ
ー
タ
な
ど
を
納
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
人
工
衛
星
の
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。ス
ペ
ー
ス
X
社
の

ロ
ケ
ッ
ト「
フ
ァ
ル
コ
ン
9
」に
、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
工
衛
星

「
M
A
G
O
K
O
R
O
号
第
二

弾
」を
搭
載
。当
社
の
打
上
げ
成

功
は
2
0
2
2
年
4
月
に
続
き

2
回
目
。前
回
の
人
工
衛
星
は

日
本
製
。オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
で
ご

遺
骨
の
み
を
搭
載
し
た
単
独
打

上
げ
は
世
界
初
で
し
た
。今
回

の
打
上
げ
で
は
、宇
宙
へ
旅
立
ち

星
に
な
る
品
と
し
て
少
量
で
は

な
く
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
と

モ
ー
ル
ス
信
号
デ
ー
タ
が
世
界

初
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
も
共
感

　2
0
1
8
年
、ア
メ
リ
カ
の
国

際
宇
宙
開
発
会
議
で
自
身
の
夢
で

あ
る
「
宇
宙
S
O
H
®(

葬
・
想)

」

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
宇
宙
S
O
H
®
は
、
人
や

ペ
ッ
ト
の
ご
遺
骨
を
専
用
B
O
X

に
納
め
る
他
、
ご
遺
骨
だ
け
の
人

工
衛
星
も
打
上
げ
可
能
と
い
う
世

界
初
の
試
み
。
星
と
し
て
地
球
を

約
一
年
周
回
し
た
後
、
大
気
圏
に

再
突
入
し
燃
え
つ
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
空
を
見
上
げ
る
こ
と

で
故
人
を
偲
ぶ
新
し
い
葬
儀
の
カ

タ
チ
で
す
。そ
の
会
議
場
で
出
会
っ

た
一
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
友
好
を

深
め
て
い
く
中
、
下
準
備
が
整
い

彼
に
連
絡
。
上
司
で
あ
る
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
も
世
界
初
の
宇
宙

葬
ビ
ジ
ネ
ス
に
共
感
し
て
く
れ
、

ス
ペ
ー
ス
X
社
と
の
ロ
ケ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
契
約
を
交
わ
し
、
夢

の
実
現
に
繋
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2
0
2
5
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1
月
1
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
ベ
ル
コ)

2
0
2
5
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1
月
8
日

@
P
r
e
s
s(

株
式
会
社
S
P
A
C
E 

N
T
K)

2
0
2
4
年
1
2
月
1
0
日

P
R 

T
I
M
E
S(

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株
式
会
社)
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

二
十
三
日
（
日
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

二
十
二
日
（
土
）

二
十
八
日
（
金
）

二
十
九
日
（
土
）

三
十
日
（
日
）

三
十
一
日
（
月
）

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日 

（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）

平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
年
）

平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
年
）

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
年
）

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

嘉
永
五
年
（
一
八
五
三
年
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
年
）

安
永
四
年（
一
七
七
六
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

享
保
十
二
年（
一
七
二
七
年
）

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
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）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

享
保
十
二
年（
一
七
二
七
年
）

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
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(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

二
十
三
日
（
日
）

二
十
四
日
（
月
）

二
十
五
日
（
火
）

二
十
六
日
（
水
）

二
十
七
日
（
木
）

二
十
二
日
（
土
）

二
十
八
日
（
金
）

二
十
九
日
（
土
）

三
十
日
（
日
）

三
十
一
日
（
月
）

一

日

（
土
）

二

日

（
日
）

三

日

（
月
）

四

日

（
火
）

五

日

（
水
）

六

日

（
木
）

七

日

（
金
）

八

日

（
土
）

九

日

（
日
）

十

日

（
月
）

十
一
日 

（
火
）

十
二
日
（
水
）

十
三
日
（
木
）

十
四
日
（
金
）

十
五
日
（
土
）

十
六
日
（
日
）

十
七
日
（
月
）

十
八
日
（
火
）

十
九
日
（
水
）

二
十
日
（
木
）

二
十
一
日
（
金
）

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）

平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
年
）

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
年
）

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
年
）

平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
年
）

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
年
）

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
年
）

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

嘉
永
五
年
（
一
八
五
三
年
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
年
）

安
永
四
年（
一
七
七
六
年
）

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

享
保
十
二
年（
一
七
二
七
年
）

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
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(6)  (6)  

親
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
を
勧
め
る
際
の
秘
訣

2
0
2
4
年
1
2
月
1
8
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I)

　株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I

（
東
京
都
）は
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
を
進
め
る
際
に

親
が
記
載
に
苦
労
す
る
点
や
、

子
供
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

す
る
と
親
が
作
成
す
る
可
能

性
が
高
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

記
入
に
苦
労
す
る
項
目

　遺
産
配
分
、
財
産
・
資
産

な
ど
金
融
資
産
関
連
が
上
位

と
な
り
ま
し
た
。
金
融
資
産

に
つ
い
て
は
自
身
で
も
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
詳
細
を
記
載
す
る
こ

と
に
苦
労
し
て
い
る
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
次
い
で
、

「
自
身
の
介
護
・
医
療
の
希
望
」

や
「
葬
儀
・
お
墓
の
希
望
の
記

載
」
に
も
苦
労
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
身
の

万
一
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
に

は
心
理
的
な
抵
抗
感
も
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　次
に
、
親
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
に
前
向
き
に
な
る
よ

う
子
供
が
行
っ
た
工
夫
を
調
査
し

ま
し
た
。

「
子
・
孫
の
た
め
」を
強
調

亡
く
な
っ
た
後
で
子
供
が
困
ら
な

い
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
て
ほ
し

い
と
頼
ん
だ
／
親
の
希
望
が
わ
か

ら
な
い
と
子
供
が
困
る
と
伝
え
た

／
子
供
だ
け
で
な
く
孫
の
た
め
に

も
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

相
続
争
い
の
回
避

作
成
し
て
お
く
こ
と
で
兄
弟
で
の

争
い
や
疑
心
暗
鬼
を
避
け
ら
れ

る
と
伝
え
た
／
財
産
の
分
配
を

決
め
る
こ
と
も
、
託
す
側
の
責
任

で
あ
る
と
話
し
た

書
き
や
す
い
部
分
か
ら
書

い
て
も
ら
う

葬
儀
や
お
墓
な
ど
、
具
体
的
に
範

囲
を
限
定
し
て
書
け
る
と
こ
ろ
か

ら
書
い
て
も
ら
っ
た
／
書
け
る
と

「
冥
土
喫
茶
」が
話
題

　群
馬
県
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
桐

生
駅
。
ビ
ル
の
１
階
に
、
月

に
一
度
、
朝
の
２
時
間
だ
け

オ
ー
プ
ン
す
る
カ
フ
ェ
が
あ

る
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
出

迎
え
て
く
れ
る
の
は
白
い
フ

リ
ル
の
エ
プ
ロ
ン
を
ま
と
っ

た
メ
イ
ド
た
ち
。

　カ
フ
ェ
の
名
前
は
「
冥
土

喫
茶
し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
」。
客

が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
注
文
す

る
と
メ
イ
ド
た
ち
が
静
々
と

お
盆
を
運
び
、目
の
前
で「
お

い
し
く
な
ー
れ
、
喪
え
喪
え

き
ゅ
ん
」と
呪
文
を
唱
え
る
。

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
も
て
な
し

が
売
り
だ
。コ
ン
セ
プ
ト
は

「
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
居

場
所
作
り
」。
市
内
で
子
育

て
支
援
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
の
事
業

と
し
て
始
ま
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
入
り
口
に
は
青

い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で「
三
途

の
川
」
を
し
つ
ら
え
、ト
イ

レ
は「
極
楽
浄
土
」と
命
名
。

帰
り
は
「
こ
の
世
に
疲
れ
ま

し
た
ら
、
ま
た
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
見
送
り
、
接
客

に
工
夫
を
凝
ら
す
。
年
を
重
ね

る
こ
と
に
つ
い
て
気
軽
に
話
せ

る
雰
囲
気
を
作
り
つ
つ
、
認
知

症
予
防
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
い
る
。

　だ
が
、一
番
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
は
、生
き
生
き
と
働

く
メ
イ
ド
の
姿
だ
。
初
代
の
メ

イ
ド
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
き

た
２
人
で
、
普
段
は
学
習
塾
講

師
も
務
め
る
デ
コ
ち
ゃ
ん（
６

６
）と
孫
の
い
る
コ
コ
ち
ゃ
ん（
６

５
）。「
若
い
人
が
や
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
」と
の
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
前
橋
市
の
メ
イ
ド

カ
フ
ェ
を
訪
れ
、接
客
を
研
究

し
た
。
勇
気
を
出
し
て
店
に
出

る
と「
か
わ
い
い
」「
癒
や
さ
れ

る
」と
声
を
か
け
ら
れ
、や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
。２
人

の
姿
に
ひ
か
れ
、
昨
年
１
２
月
、

新
た
に
５
人
が
メ
イ
ド
に
加

わ
っ
た
。
横
倉
店
長
は「
高
齢

者
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て
来

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
メ
イ
ド

と
し
て
接
客
す
る
と
い
う
新
た

な
居
場
所
が
で
き
た
」と
語
る
。

こ
ろ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
書
い
て

み
て
と
依
頼
し
、
無
理
強
い
し
な

か
っ
た

親
族
・
知
人
の
事
例
紹
介

過
去
に
親
族
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
情
報
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず

大
変
だ
っ
た
話
を
親
に
し
た
／
知

人
の
親
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

質
問
形
式
で
作
成
協
力

子
供
か
ら
項
目
ご
と
に
質
問
を

行
い
、
そ
の
回
答
を
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
っ
た
／
終
活
を
一
緒
に

し
よ
う
、
と
声
を
か
け
て
一
緒
に

作
っ
て
い
っ
た

話
題
に
す
る
数
を
増
や
す

親
と
今
後
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
合
う
時
間
を
持
っ
た
／
お
盆
や

正
月
な
ど
親
族
が
集
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

話
を
す
る
よ
う
に
し
た

意
思
を
残
せ
る
う
ち
に

認
知
症
に
な
る
前
に
作
成
し
よ
う
、

と
優
し
く
伝
え
た
／
も
し
も
の
時

に
後
で
後
悔
し
な
い
よ
う
、
事
前

に
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

●
祖
父
は
趣
味
で
詩
吟
を
嗜

ん
で
お
り
、
結
構
強
い(

？)

人
だ
っ
た
ら
し
い
、師
匠
的
な
。

そ
の
関
係
で
、
詩
吟
の
会
御
一

行
様
が
お
葬
式
に
来
て
下
さ
っ

た
。
こ
の
時
、
私
は
従
兄
弟
と

く
だ
ら
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
す
る
と
い
き
な
り
会

場
の
方
か
ら
大
合
唱
が
聞
こ

え
て
く
る
で
は
な
い
か
。
従
兄

弟
と
二
人
会
場
に
戻
る
と
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
集
団
が

何
か
を
唱
え
て
い
る
、
何
事

だ
？
ど
う
や
ら
弔
い
の
歌
を
み

ん
な
で
詠
っ
て
く
れ
た
ら
し

い
。
親
族
へ
の
確
認
な
し
に
大

合
唱
し
始
め
た
ら
し
い
か
ら
こ

れ
に
は
み
ん
な
驚
き
困
惑
し
て

い
た
。
結
局
途
中
で
止
め
る
訳

に
も
い
か
ず
、
最
後
ま
で
彼
・

彼
女
ら
は
気
持
ち
よ
く
詠
い

き
っ
た
後
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
帰
っ

て
い
く
。
そ
ん
な
方
々
が
こ

ぞ
っ
て
来
て
歌
を
詠
ん
で
行
く

ほ
ど
に
祖
父
は
そ
の
界
隈
の

方
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
の
だ
な

あ
と
思
っ
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

38

2
0
2
5
年
1
月
1
日

　毎
日
新
聞

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。不動産

売れぬ分けれぬ
手離せぬ

(60代 女性 今田 由芽)

買い手無い
とは遺言に
書いてない

（40代 女性 にじのいろ)

いらないと
言ってた義姉が
放棄せず

(60代 女性 ラージプリン)

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　株
式
会
社
ベ
ル
コ
堺
支
社 

河

内
長
野
支
部
代
理
店
は
、3
月

1
8
日
に
「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　近
年
増
加
す
る
住
宅
侵
入
や

窃
盗
犯
罪
の
対
策
に
つ
い
て
、
大

阪
府
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全

課
の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
実

践
的
な
防
犯
対
策
を
学
び
ま
す
。

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
べ
き
点

や
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を
高

め
る
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

　本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
社
会
が

抱
え
る
防
犯
の
課
題
を
解
決
し
、

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
が
協

力
し
合
い
、
防
犯
意
識
を
高
め
る

こ
と
で
、
安
心
安
全
な
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

セ
ミ
ナ
ー
で
共
有
さ
れ
た
知
識

は
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
も

役
立
つ
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

故
人
が
話
し
・
笑
い
か

け
る
遺
影
サ
ー
ビ
ス

　冠
婚
・
葬
祭
・
互
助
会
を
展
開

す
る
ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株

式
会
社
（
埼
玉
県
）
は
、A
I
ア

バ
タ
ー
の
生
成
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
F
L
A
T
B
O
Y
が
開
発

し
、
当
社
が
運
営
を
行
う
、
動
き・

話
し
・
笑
い
か
け
る
遺
影
サ
ー
ビ

ス「
R
e
v
i
b
o
t
」
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
A
I
ア
バ
タ
ー
は

遺
影
と
し
て
の
ご
利
用
の
み
な
ら

ず
、
ご
遺
族
様
や
未
来
の
ご
家
族

様
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真

や
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
か

ら
、
生
前
の
人
相
・
声
・
話
し
方

の
癖
の
情
報
を
引
き
出
し
、
生
成

A
I
に
よ
っ
て
動
い
た
り
、
話
し

た
り
す
る
動
画
を
作
り
出
す

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

　「R
e
v
i
b
o
t
」
に
て
生
成

し
た
故
人
様
の
A
I
ア
バ
タ
ー
を

ご
提
供
す
る
こ
と
で
、
故
人
様
の

想
い
出
や
、
時
を
超
え
て
伝
え
続

け
た
い
想
い
を
、
寂
し
く
な
い
カ

タ
チ
で
よ
り
リ
ア
ル
に
体
験
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

宇
宙
S
O
H(

葬
・
想)

人

工
衛
星
打
上
げ
成
功

　宇
宙
葬
を
行
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
株
式
会
社

S
P
A
C
E 

N
T
K
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
1
日
、ア

メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
あ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空

軍
基
地
か
ら
日
本
人
1
6
人
分

と
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
や

D
N
A(

髪
の
毛)

、メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
、歌
や
モ
ー
ル
ス
信
号
の

デ
ー
タ
な
ど
を
納
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
人
工
衛
星
の
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。ス
ペ
ー
ス
X
社
の

ロ
ケ
ッ
ト「
フ
ァ
ル
コ
ン
9
」に
、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
工
衛
星

「
M
A
G
O
K
O
R
O
号
第
二

弾
」を
搭
載
。当
社
の
打
上
げ
成

功
は
2
0
2
2
年
4
月
に
続
き

2
回
目
。前
回
の
人
工
衛
星
は

日
本
製
。オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
で
ご

遺
骨
の
み
を
搭
載
し
た
単
独
打

上
げ
は
世
界
初
で
し
た
。今
回

の
打
上
げ
で
は
、宇
宙
へ
旅
立
ち

星
に
な
る
品
と
し
て
少
量
で
は

な
く
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
と

モ
ー
ル
ス
信
号
デ
ー
タ
が
世
界

初
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
も
共
感

　2
0
1
8
年
、ア
メ
リ
カ
の
国

際
宇
宙
開
発
会
議
で
自
身
の
夢
で

あ
る
「
宇
宙
S
O
H
®(

葬
・
想)

」

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
宇
宙
S
O
H
®
は
、
人
や

ペ
ッ
ト
の
ご
遺
骨
を
専
用
B
O
X

に
納
め
る
他
、
ご
遺
骨
だ
け
の
人

工
衛
星
も
打
上
げ
可
能
と
い
う
世

界
初
の
試
み
。
星
と
し
て
地
球
を

約
一
年
周
回
し
た
後
、
大
気
圏
に

再
突
入
し
燃
え
つ
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
空
を
見
上
げ
る
こ
と

で
故
人
を
偲
ぶ
新
し
い
葬
儀
の
カ

タ
チ
で
す
。そ
の
会
議
場
で
出
会
っ

た
一
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
友
好
を

深
め
て
い
く
中
、
下
準
備
が
整
い

彼
に
連
絡
。
上
司
で
あ
る
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
も
世
界
初
の
宇
宙

葬
ビ
ジ
ネ
ス
に
共
感
し
て
く
れ
、

ス
ペ
ー
ス
X
社
と
の
ロ
ケ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
契
約
を
交
わ
し
、
夢

の
実
現
に
繋
が
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
1
月
1
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
ベ
ル
コ)

2
0
2
5
年
1
月
8
日

@
P
r
e
s
s(

株
式
会
社
S
P
A
C
E 

N
T
K)

2
0
2
4
年
1
2
月
1
0
日

P
R 

T
I
M
E
S(

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株
式
会
社)
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(6)  (6)  

親
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
を
勧
め
る
際
の
秘
訣

2
0
2
4
年
1
2
月
1
8
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I)

　株
式
会
社
G
O
O
D
R
E
I

（
東
京
都
）は
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
を
進
め
る
際
に

親
が
記
載
に
苦
労
す
る
点
や
、

子
供
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

す
る
と
親
が
作
成
す
る
可
能

性
が
高
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

記
入
に
苦
労
す
る
項
目

　遺
産
配
分
、
財
産
・
資
産

な
ど
金
融
資
産
関
連
が
上
位

と
な
り
ま
し
た
。
金
融
資
産

に
つ
い
て
は
自
身
で
も
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
詳
細
を
記
載
す
る
こ

と
に
苦
労
し
て
い
る
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
次
い
で
、

「
自
身
の
介
護
・
医
療
の
希
望
」

や
「
葬
儀
・
お
墓
の
希
望
の
記

載
」
に
も
苦
労
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
身
の

万
一
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
に

は
心
理
的
な
抵
抗
感
も
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　次
に
、
親
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
に
前
向
き
に
な
る
よ

う
子
供
が
行
っ
た
工
夫
を
調
査
し

ま
し
た
。

「
子
・
孫
の
た
め
」を
強
調

亡
く
な
っ
た
後
で
子
供
が
困
ら
な

い
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
て
ほ
し

い
と
頼
ん
だ
／
親
の
希
望
が
わ
か

ら
な
い
と
子
供
が
困
る
と
伝
え
た

／
子
供
だ
け
で
な
く
孫
の
た
め
に

も
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

相
続
争
い
の
回
避

作
成
し
て
お
く
こ
と
で
兄
弟
で
の

争
い
や
疑
心
暗
鬼
を
避
け
ら
れ

る
と
伝
え
た
／
財
産
の
分
配
を

決
め
る
こ
と
も
、
託
す
側
の
責
任

で
あ
る
と
話
し
た

書
き
や
す
い
部
分
か
ら
書

い
て
も
ら
う

葬
儀
や
お
墓
な
ど
、
具
体
的
に
範

囲
を
限
定
し
て
書
け
る
と
こ
ろ
か

ら
書
い
て
も
ら
っ
た
／
書
け
る
と

「
冥
土
喫
茶
」が
話
題

　群
馬
県
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
桐

生
駅
。
ビ
ル
の
１
階
に
、
月

に
一
度
、
朝
の
２
時
間
だ
け

オ
ー
プ
ン
す
る
カ
フ
ェ
が
あ

る
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
出

迎
え
て
く
れ
る
の
は
白
い
フ

リ
ル
の
エ
プ
ロ
ン
を
ま
と
っ

た
メ
イ
ド
た
ち
。

　カ
フ
ェ
の
名
前
は
「
冥
土

喫
茶
し
ゃ
ん
ぐ
り
ら
」。
客

が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
注
文
す

る
と
メ
イ
ド
た
ち
が
静
々
と

お
盆
を
運
び
、目
の
前
で「
お

い
し
く
な
ー
れ
、
喪
え
喪
え

き
ゅ
ん
」と
呪
文
を
唱
え
る
。

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
も
て
な
し

が
売
り
だ
。コ
ン
セ
プ
ト
は

「
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
居

場
所
作
り
」。
市
内
で
子
育

て
支
援
や
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
の
事
業

と
し
て
始
ま
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
入
り
口
に
は
青

い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で「
三
途

の
川
」
を
し
つ
ら
え
、ト
イ

レ
は「
極
楽
浄
土
」と
命
名
。

帰
り
は
「
こ
の
世
に
疲
れ
ま

し
た
ら
、
ま
た
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
見
送
り
、
接
客

に
工
夫
を
凝
ら
す
。
年
を
重
ね

る
こ
と
に
つ
い
て
気
軽
に
話
せ

る
雰
囲
気
を
作
り
つ
つ
、
認
知

症
予
防
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
て
い
る
。

　だ
が
、一
番
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
は
、生
き
生
き
と
働

く
メ
イ
ド
の
姿
だ
。
初
代
の
メ

イ
ド
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
わ
っ
て
き

た
２
人
で
、
普
段
は
学
習
塾
講

師
も
務
め
る
デ
コ
ち
ゃ
ん（
６

６
）と
孫
の
い
る
コ
コ
ち
ゃ
ん（
６

５
）。「
若
い
人
が
や
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
」と
の
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、
前
橋
市
の
メ
イ
ド

カ
フ
ェ
を
訪
れ
、接
客
を
研
究

し
た
。
勇
気
を
出
し
て
店
に
出

る
と「
か
わ
い
い
」「
癒
や
さ
れ

る
」と
声
を
か
け
ら
れ
、や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
。２
人

の
姿
に
ひ
か
れ
、
昨
年
１
２
月
、

新
た
に
５
人
が
メ
イ
ド
に
加

わ
っ
た
。
横
倉
店
長
は「
高
齢

者
の
方
が
お
客
さ
ん
と
し
て
来

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
メ
イ
ド

と
し
て
接
客
す
る
と
い
う
新
た

な
居
場
所
が
で
き
た
」と
語
る
。

こ
ろ
だ
け
で
も
よ
い
の
で
書
い
て

み
て
と
依
頼
し
、
無
理
強
い
し
な

か
っ
た

親
族
・
知
人
の
事
例
紹
介

過
去
に
親
族
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
情
報
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず

大
変
だ
っ
た
話
を
親
に
し
た
／
知

人
の
親
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

質
問
形
式
で
作
成
協
力

子
供
か
ら
項
目
ご
と
に
質
問
を

行
い
、
そ
の
回
答
を
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
っ
た
／
終
活
を
一
緒
に

し
よ
う
、
と
声
を
か
け
て
一
緒
に

作
っ
て
い
っ
た

話
題
に
す
る
数
を
増
や
す

親
と
今
後
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話

し
合
う
時
間
を
持
っ
た
／
お
盆
や

正
月
な
ど
親
族
が
集
ま
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

話
を
す
る
よ
う
に
し
た

意
思
を
残
せ
る
う
ち
に

認
知
症
に
な
る
前
に
作
成
し
よ
う
、

と
優
し
く
伝
え
た
／
も
し
も
の
時

に
後
で
後
悔
し
な
い
よ
う
、
事
前

に
作
成
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た

●
祖
父
は
趣
味
で
詩
吟
を
嗜

ん
で
お
り
、
結
構
強
い(

？)

人
だ
っ
た
ら
し
い
、師
匠
的
な
。

そ
の
関
係
で
、
詩
吟
の
会
御
一

行
様
が
お
葬
式
に
来
て
下
さ
っ

た
。
こ
の
時
、
私
は
従
兄
弟
と

く
だ
ら
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
す
る
と
い
き
な
り
会

場
の
方
か
ら
大
合
唱
が
聞
こ

え
て
く
る
で
は
な
い
か
。
従
兄

弟
と
二
人
会
場
に
戻
る
と
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
集
団
が

何
か
を
唱
え
て
い
る
、
何
事

だ
？
ど
う
や
ら
弔
い
の
歌
を
み

ん
な
で
詠
っ
て
く
れ
た
ら
し

い
。
親
族
へ
の
確
認
な
し
に
大

合
唱
し
始
め
た
ら
し
い
か
ら
こ

れ
に
は
み
ん
な
驚
き
困
惑
し
て

い
た
。
結
局
途
中
で
止
め
る
訳

に
も
い
か
ず
、
最
後
ま
で
彼
・

彼
女
ら
は
気
持
ち
よ
く
詠
い

き
っ
た
後
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
帰
っ

て
い
く
。
そ
ん
な
方
々
が
こ

ぞ
っ
て
来
て
歌
を
詠
ん
で
行
く

ほ
ど
に
祖
父
は
そ
の
界
隈
の

方
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
の
だ
な

あ
と
思
っ
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
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2
0
2
5
年
1
月
1
日

　毎
日
新
聞

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。不動産

売れぬ分けれぬ
手離せぬ

(60代 女性 今田 由芽)

買い手無い
とは遺言に
書いてない

（40代 女性 にじのいろ)

いらないと
言ってた義姉が
放棄せず

(60代 女性 ラージプリン)

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　株
式
会
社
ベ
ル
コ
堺
支
社 

河

内
長
野
支
部
代
理
店
は
、3
月

1
8
日
に
「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　近
年
増
加
す
る
住
宅
侵
入
や

窃
盗
犯
罪
の
対
策
に
つ
い
て
、
大

阪
府
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全

課
の
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
実

践
的
な
防
犯
対
策
を
学
び
ま
す
。

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
べ
き
点

や
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を
高

め
る
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

　本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
社
会
が

抱
え
る
防
犯
の
課
題
を
解
決
し
、

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
が
協

力
し
合
い
、
防
犯
意
識
を
高
め
る

こ
と
で
、
安
心
安
全
な
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

セ
ミ
ナ
ー
で
共
有
さ
れ
た
知
識

は
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
も

役
立
つ
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

故
人
が
話
し
・
笑
い
か

け
る
遺
影
サ
ー
ビ
ス

　冠
婚
・
葬
祭
・
互
助
会
を
展
開

す
る
ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株

式
会
社
（
埼
玉
県
）
は
、A
I
ア

バ
タ
ー
の
生
成
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
F
L
A
T
B
O
Y
が
開
発

し
、
当
社
が
運
営
を
行
う
、
動
き・

話
し
・
笑
い
か
け
る
遺
影
サ
ー
ビ

ス「
R
e
v
i
b
o
t
」
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
A
I
ア
バ
タ
ー
は

遺
影
と
し
て
の
ご
利
用
の
み
な
ら

ず
、
ご
遺
族
様
や
未
来
の
ご
家
族

様
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真

や
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
か

ら
、
生
前
の
人
相
・
声
・
話
し
方

の
癖
の
情
報
を
引
き
出
し
、
生
成

A
I
に
よ
っ
て
動
い
た
り
、
話
し

た
り
す
る
動
画
を
作
り
出
す

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

　「R
e
v
i
b
o
t
」
に
て
生
成

し
た
故
人
様
の
A
I
ア
バ
タ
ー
を

ご
提
供
す
る
こ
と
で
、
故
人
様
の

想
い
出
や
、
時
を
超
え
て
伝
え
続

け
た
い
想
い
を
、
寂
し
く
な
い
カ

タ
チ
で
よ
り
リ
ア
ル
に
体
験
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

宇
宙
S
O
H(

葬
・
想)

人

工
衛
星
打
上
げ
成
功

　宇
宙
葬
を
行
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
株
式
会
社

S
P
A
C
E 

N
T
K
は
、

2
0
2
4
年
1
2
月
2
1
日
、ア

メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
あ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
空

軍
基
地
か
ら
日
本
人
1
6
人
分

と
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
や

D
N
A(

髪
の
毛)

、メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
、歌
や
モ
ー
ル
ス
信
号
の

デ
ー
タ
な
ど
を
納
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
人
工
衛
星
の
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。ス
ペ
ー
ス
X
社
の

ロ
ケ
ッ
ト「
フ
ァ
ル
コ
ン
9
」に
、

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
人
工
衛
星

「
M
A
G
O
K
O
R
O
号
第
二

弾
」を
搭
載
。当
社
の
打
上
げ
成

功
は
2
0
2
2
年
4
月
に
続
き

2
回
目
。前
回
の
人
工
衛
星
は

日
本
製
。オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
で
ご

遺
骨
の
み
を
搭
載
し
た
単
独
打

上
げ
は
世
界
初
で
し
た
。今
回

の
打
上
げ
で
は
、宇
宙
へ
旅
立
ち

星
に
な
る
品
と
し
て
少
量
で
は

な
く
ペ
ッ
ト
一
体
の
ご
遺
骨
と

モ
ー
ル
ス
信
号
デ
ー
タ
が
世
界

初
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
も
共
感

　2
0
1
8
年
、ア
メ
リ
カ
の
国

際
宇
宙
開
発
会
議
で
自
身
の
夢
で

あ
る
「
宇
宙
S
O
H
®(

葬
・
想)

」

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
宇
宙
S
O
H
®
は
、
人
や

ペ
ッ
ト
の
ご
遺
骨
を
専
用
B
O
X

に
納
め
る
他
、
ご
遺
骨
だ
け
の
人

工
衛
星
も
打
上
げ
可
能
と
い
う
世

界
初
の
試
み
。
星
と
し
て
地
球
を

約
一
年
周
回
し
た
後
、
大
気
圏
に

再
突
入
し
燃
え
つ
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
空
を
見
上
げ
る
こ
と

で
故
人
を
偲
ぶ
新
し
い
葬
儀
の
カ

タ
チ
で
す
。そ
の
会
議
場
で
出
会
っ

た
一
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
友
好
を

深
め
て
い
く
中
、
下
準
備
が
整
い

彼
に
連
絡
。
上
司
で
あ
る
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
も
世
界
初
の
宇
宙

葬
ビ
ジ
ネ
ス
に
共
感
し
て
く
れ
、

ス
ペ
ー
ス
X
社
と
の
ロ
ケ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
契
約
を
交
わ
し
、
夢

の
実
現
に
繋
が
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
1
月
1
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
ベ
ル
コ)

2
0
2
5
年
1
月
8
日

@
P
r
e
s
s(

株
式
会
社
S
P
A
C
E 

N
T
K)

2
0
2
4
年
1
2
月
1
0
日

P
R 

T
I
M
E
S(

ア
ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
武
蔵
野
株
式
会
社)



(2)  

2
0
2
4
年
1
1
月
1
4
日 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

2
0
2
5
年
1
月
2
日

　現
代
ビ
ジ
ネ
ス

生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
る

　「い
く
ら
延
命
治
療
を
受
け
て
も
、

必
ず
死
は
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
、病

気
に
な
ら
ず
と
も
、い
つ
事
故
や
発
作

で
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
。死
に
方
を
選

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
も

今
、ど
う
生
き
る
か
は
選
択
で
き
ま

す
。今
日『
あ
り
が
と
う
』と
ち
ゃ
ん
と

言
え
た
か
。謝
る
べ
き
人
に
謝
れ
た

か
。い
ま
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
に
取

り
組
め
て
い
る
か
。逆
に
、本
当
は
嫌

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
か
か
ず
ら

わ
っ
て
は
い
な
い
か
。心
配
す
べ
き
は

死
に
方
で
は
な
く
生
き
方
だ
―
。と
鎌

倉
時
代
、曹
洞
宗
を
開
い
た
道
元
禅
師

は
、教
え
て
い
ま
す
」（
大
愚
氏
）

　た
だ
、
そ
う
言
わ
れ
て
頭
で
は
理

解
で
き
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
道
し
る
べ
と
な
っ
て
く
れ

る
の
が
、肉
親
の
よ
う
な
、身
近
な
「
他

者
」の
存
在
で
あ
る
。
神
宮
山
大
禅

寺
（
関
市
）の
根
本
一
徹
住
職
は
、
国

内
外
を
ま
わ
っ
て「
模
擬
葬
儀
」
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
。

「
模
擬
葬
儀
で
は
、
ま
ず
『
大
切
な
モ

ノ
』『
大
切
な
こ
と
（
夢
や
目
標
、
日

課
な
ど
）』『
大
切
な
人
』『
死
ぬ
ま
で

に
や
り
た
い
こ
と
』
を
カ
ー
ド
に
書
き

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
自

分
が
重
病
を
患
い
、
だ
ん
だ
ん
と
動

け
な
く
な
っ
て
弱
り
、
死
ん
で
い
く
』

と
い
う
状
況
を
想
像
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、一
枚
ず
つ
カ
ー
ド
を
捨
て
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
す
」（
根
本
氏
）

　多
く
の
人
が
、
自
分
の
死
を
想
像

し
、
迷
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
涙
を
浮

か
べ
て
カ
ー
ド
を
捨
て
て
い
く
。こ
こ

で
興
味
深
い
の
は
、
最
後
ま
で
握
り

し
め
る「
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の
」が
、

欧
米
人
と
日
本
人
と
で
異
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
欧
米
で
は『
夢
』や
『
目

標
』
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
残
す
人
が

多
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
大
多
数

が
『
大
切
な
人
』
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
残
す
の
で
す
。
欧
米
で
は
、
人
生
は

『
目
的
』こ
そ
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
本
人
は
、
夢
と
は
儚

い
も
の
だ
と
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り

も
『
誰
か
の
た
め
に
生
き
、
そ
し
て
死

に
た
い
』
と
願
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」（
根
本
氏
）

ひ
と
り
で
も
孤
独
じ
ゃ
な
い

　最
期
ま
で
身
近
な
人
を
想
い
、
大

切
に
し
な
が
ら
去
っ
て
ゆ
く
―
そ
ん
な

姿
に
、
残
さ
れ
た
人
々
は
強
く
胸
を

打
た
れ
る
。
前
出
の
大
河
内
氏
の
父

は
、ま
さ
し
く
そ
ん
な
温
か
な
最
期
を

迎
え
た
。「
膵
臓
が
ん
で
亡
く
な
る
前

夜
に
家
族
を
呼
び
『
先
に
行
く
か
ら

な
。
お
前
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
来
い
』
と

最
期
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

亡
く
な
る
瞬
間
、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

ふ
っ
と
手
を
挙
げ
て
、
少
し
笑
み
を
浮

か
べ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
、

迎
え
に
来
た
誰
か
に
『
お
お
、
久
し
ぶ

り
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　死
と
は
『
究
極
の
孤
独
』
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
も
一
緒
に
死
ん
で

は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
仏
教
の
世

界
観
で
は
、
人
は
死
後
、
誰
も
い
な
い

場
所
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
あ
ち
ら
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
自
分
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
」。こ
の
こ
と
を
最
期
の
瞬
間
ま
で

心
に
留
め
て
い
れ
ば
、
恐
怖
に
囚
わ

れ
ず
「
美
し
く
逝
く
」こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
、
先
人
た
ち
は
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
限
定
承
認
」、
相
続
放
棄
と

ど
う
違
う
？

　限
定
承
認
は
、
被
相
続
人
に
ど
の

く
ら
い
の
借
金
が
あ
る
か
不
明
な
場

合
や
、
債
務
超
過
が
明
ら
か
だ
け
れ

ど
も
自
宅
な
ど
の
特
定
財
産
を
承
継

し
た
い
と
き
な
ど
に
選
択
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
限

定
承
認
は
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産

の
限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の

債
務
（
借
金
）
お
よ
び
遺
贈
を
弁
済

す
る
こ
と
を
留
保
し
て
相
続
の
承
認

を
す
る
方
法
で
す
（
9
2
2
条
）。

　た
と
え
ば
、1
億
円
を
相
続
し
た

後
に
、
借
金
が
1
億
3
0
0
0
万
円

あ
る
と
わ
か
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。こ

の
と
き
、
限
定
承
認
し
て
い
れ
ば
、1

億
円
の
範
囲
で
借
金
を
返
済
す
れ
ば

良
く
、
残
り
の
3
0
0
0
万
円
は
返

済
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　限
定
承
認
を
す
る
に
は
、
相
続
財

産
の
目
録
を
作
り
、
自
己
の
た
め
に

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
と
き
か
ら
3
ヶ
月
以
内
に
家
庭
裁

判
所
に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
9
2
4
条
）。
相
続
人
が
2
人
以

上
い
る
場
合
は
相
続
人
全
員
が
限
定

承
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
9
2
3
条
）。

　限
定
承
認
を
し
た
場
合
、
金
銭
以

外
の
財
産
は
競
売
に
よ
っ
て
す
べ
て

換
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
9
3
2
条
）。
し
か
し
、
相
続
人
の
中

に
自
宅
な
ど
限
定
承
認
者
が
保
有
し

続
け
た
い
財
産
が
あ
る
場
合
、
競
売

に
よ
る
換
価
で
は
な
く
、
家
庭
裁
判

所
が
選
任
し
た
鑑
定
人
の
評
価
額
を

限
定
承
認
者
が
、
自
己
の
固
有
の
財

産
か
ら
弁
済
す
れ
ば
競
売
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
9
3
2
条
）。

　限
定
承
認
を
選
択
し
た
場
合
、
相

続
開
始
の
日
に
被
相
続
人
か
ら
相
続

人
に
相
続
財
産
が
時
価
で
譲
渡
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
譲
渡
所
得
税
が

課
税
さ
れ
被
相
続
人
の
債
務
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
譲
渡
所

得
に
関
し
て
は
相
続
の
開
始
の
あ
っ
た

日
か
ら
4
ヶ
月
以
内
に
被
相
続
人
の

準
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　限
定
承
認
を
し
て
も
相
続
人
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
生
命
保
険
金
の
非
課
税
枠
を
利

用
で
き
ま
す
。
債
務
控
除
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
本
来
の
相
続
財
産
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

2/2

【
超
雑
談
力
】

　
著
者
／ 

五
百
田
達
成

出
版
社
／ 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー・

　
　
　
　トゥエン
テ
ィ
ワ
ン

な
ぜ
、「
雑
談
」
は
難
し
い
の

で
し
ょ
う
?
そ
れ
は
、
雑
談

が
、普
通
の
会
話
と
は
、ま
っ

た
く
違
う
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
、
難
し
く
て
当
た
り
前
。

本
書
に
ま
と
め
た
い
く
つ
か

の
コ
ツ
を
実
践
す
れ
ば
、
雑

談
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

N
G
例
と
O
K
例
を
フ
ム
フ

ム
と
読
み
進
め
れ
ば
、い
つ

の
間
に
か
気
詰
ま
り
な
相
手

と
も
、
大
事
な
相
手
と
も
う

ま
く
話
せ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人
が
教
え

る
、
超
雑
談
力
7
つ
の
ル
ー

ル+
場
面
別
の
コ
ツ
が
満
載
。

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
使
う

英
中
韓
3
か
国
語
き
ほ

ん
接
客
フ
レ
ー
ズ
】

　
著
者
／ 

西
蔭
浩
子 

他

出
版
社
／
研
究
社

英
中
韓
3
か
国
語
接
客
フ

レ
ー
ズ
集
。予
約
受
付
か
ら
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、客
室
業
務
、ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
、和
食
や
お
風
呂

の
説
明
、観
光
案
内
ま
で
、

場
面
別
の
接
客
表
現
を
広

く
網
羅
し
て
い
ま
す
。カ
タ

カ
ナ
ル
ビ
付
き
＆
英
中
韓
の

音
声
あ
り
で
、会
話
対
策
も

完
ぺ
き
。海
外
か
ら
の
お
客

様
を
温
か
く
お
も
て
な
し
す

る
た
め
の
、シ
ン
プ
ル
で
伝

わ
る
ひ
と
こ
と
表
現
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

お
役
立
ち
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

ご葬儀関連アイテムあれこれ…

2
0
2
4
年
1
1
月
2
2
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ)

「
眠
ら
な
い
魚
も
夢
心

地
」
ふ
わ
も
ち
木
魚

ク
ッ
シ
ョ
ン

　フ
ェ
リ
シ
モ
が
展
開
す
る

「
お
て
ら
ぶ
™」
は
、「
眠
ら
な

い
魚
も
夢
心
地 

ふ
わ
も
ち

木
魚
ク
ッ
シ
ョ
ン
」の
ウ
ェ

ブ
販
売
を
1
1
月
1
5
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
読
経
と

と
も
に
ぽ
く
ぽ
く
と
鳴
り

響
く
木
魚
を
、
リ
ア
ル
な
プ

リ
ン
ト
で
再
現
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
木
魚
の
デ
ザ

イ
ン
は
日
本
で
唯
一
、
寺
院

用
の
大
き
な
木
魚
を
製
造

し
て
い
る
「
市
川
木
魚
製
造

所
」
監
修
と
い
う
こ
だ
わ
り

よ
う
。
見
た
目
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ふ
わ
も
ち
の
心
地

よ
い
触
感
が
く
せ
に
な
り
ま

す
。お
昼
寝
の
枕
に
し
た
り
、

抱
き
か
か
え
た
り
、
ふ
れ
て

い
る
と
じ
ん
わ
り
と
不
思
議

な
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
そ

う
で
す
。

　お
寺
に
あ
る
大
き
い
木

魚
か
ら
着
想
を
得
た
ビ
ッ

グ
サ
イ
ズ
の
木
魚
ク
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。中
わ
た
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た

似
顔
絵
入
り
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

　「動
物
の
お
花
屋
さ
ん
マ

イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
」
を
運
営
す

る
株
式
会
社
岡
田
商
会
（
兵

庫
県
）
は
1
2
月
1
2
日
よ

り
、
故
人
の
似
顔
絵
入
り
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

「
B
l
o
o
m
i
n
g 

M
e
m
o
r
i
e
s 

〜
永
遠

の
記
憶
〜
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

記
憶
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、マ
イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
店
主

が
企
画
し
た
、「
思
い
出
を
咲

か
せ
る
」フ
ラ
ワ
ー
B
O
X
。

四
十
九
日
や
一
周
忌
な
ど
、

心
の
整
理
が
少
し
進
ん
だ
節

目
で
、
故
人
を
忍
び
、
改
め

て
追
悼
す
る
た
め
の
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
本
香
堂)

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
岡
田
商
会)

果
物
を
集
め
た
か
わ

い
い
木
ダ
ル
マ

　並
べ
て
か
わ
い
い
小
さ
な

果
物
の
天
然
木
か
ら
生
ま
れ

た
小
さ
な
ダ
ル
マ
5
人
組
。

神
棚
・
神
具
な
ど
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ア
イ

テ
ム
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
か
み
さ
ま
と

お
う
ち
」で
は
、
木
の
温
も

り
を
大
切
に
し
た
新
た
な
縁

起
物
と
し
て
、フ
ル
ー
ツ
の

木
か
ら
削
り
出
さ
れ
た
小
さ

な
ダ
ル
マ
5
個
セ
ッ
ト
「
フ

ル
ー
ツ
小
だ
る
ま
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
発
売
い
た
し
ま

し
た
。「
ダ
ル
マ
」
と
い
う
縁

起
物
を
、よ
り
身
近
に
・
よ

り
愛
ら
し
い

か
た
ち
で
お

楽
し
み
い
た

だ
き
た
い
と

の
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
、

コ
ン
パ
ク
ト

で
飾
り
や
す

い
ア
イ
テ
ム

で
す
。

シ
ル
エ
ッ
ト
、
ふ
れ
る
た
び

に
癒
や
さ
れ
る
ふ
わ
も
ち
触

感
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
フ
ァ

ス
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
な
の

で
、
ソ
フ
ァ
周
り
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
グ
ッ
ズ
な
ど
を
収
納
す

る
の
に
も
お
役
立
ち
。
ウ
ッ

デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
が
お
部
屋
の

雰
囲
気
に
も
マ
ッ
チ
し
ま

す
。
抱
き
か
か
え
る
の
に

ぴ
っ
た
り
な
サ
イ
ズ
感
な
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

お
と
も
に
。

市
川
木
魚
製
造
所
監
修

　日
本
で
唯
一
、
木
魚
を
作

り
続
け
て
い
る
「
市
川
木
魚

製
造
所
」
が
デ
ザ
イ
ン
を
監

修
。
受
け
継
が
れ
る
職
人
の

技
で
作
ら
れ
る
木
魚
は
、
木

材
の
乾
燥
期
間
も
入
れ
る

と
、
完
成
ま
で
に
1
0
年
以

上
の
年
月
が
か
か
る
と
か
。

ナシ ミカン モモ クリ マンゴー

(2)  

2
0
2
4
年
1
1
月
1
4
日 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。

究
極
の
孤
独『
死
』と
向
き
合
う
…

恐
れ
と
共
存
す
る
考
え
方
●

2
0
2
5
年
1
月
2
日

　現
代
ビ
ジ
ネ
ス

生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
る

　「い
く
ら
延
命
治
療
を
受
け
て
も
、

必
ず
死
は
や
っ
て
く
る
。そ
れ
に
、病

気
に
な
ら
ず
と
も
、い
つ
事
故
や
発
作

で
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
。死
に
方
を
選

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で
も

今
、ど
う
生
き
る
か
は
選
択
で
き
ま

す
。今
日『
あ
り
が
と
う
』と
ち
ゃ
ん
と

言
え
た
か
。謝
る
べ
き
人
に
謝
れ
た

か
。い
ま
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
に
取

り
組
め
て
い
る
か
。逆
に
、本
当
は
嫌

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
か
か
ず
ら

わ
っ
て
は
い
な
い
か
。心
配
す
べ
き
は

死
に
方
で
は
な
く
生
き
方
だ
―
。と
鎌

倉
時
代
、曹
洞
宗
を
開
い
た
道
元
禅
師

は
、教
え
て
い
ま
す
」（
大
愚
氏
）

　た
だ
、
そ
う
言
わ
れ
て
頭
で
は
理

解
で
き
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
道
し
る
べ
と
な
っ
て
く
れ

る
の
が
、肉
親
の
よ
う
な
、身
近
な
「
他

者
」の
存
在
で
あ
る
。
神
宮
山
大
禅

寺
（
関
市
）の
根
本
一
徹
住
職
は
、
国

内
外
を
ま
わ
っ
て「
模
擬
葬
儀
」
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
い
る
。

「
模
擬
葬
儀
で
は
、
ま
ず
『
大
切
な
モ

ノ
』『
大
切
な
こ
と
（
夢
や
目
標
、
日

課
な
ど
）』『
大
切
な
人
』『
死
ぬ
ま
で

に
や
り
た
い
こ
と
』
を
カ
ー
ド
に
書
き

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
自

分
が
重
病
を
患
い
、
だ
ん
だ
ん
と
動

け
な
く
な
っ
て
弱
り
、
死
ん
で
い
く
』

と
い
う
状
況
を
想
像
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、一
枚
ず
つ
カ
ー
ド
を
捨
て
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
す
」（
根
本
氏
）

　多
く
の
人
が
、
自
分
の
死
を
想
像

し
、
迷
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
涙
を
浮

か
べ
て
カ
ー
ド
を
捨
て
て
い
く
。こ
こ

で
興
味
深
い
の
は
、
最
後
ま
で
握
り

し
め
る「
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の
」が
、

欧
米
人
と
日
本
人
と
で
異
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。「
欧
米
で
は『
夢
』や
『
目

標
』
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
残
す
人
が

多
い
の
で
す
が
、
日
本
で
は
、
大
多
数

が
『
大
切
な
人
』
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
残
す
の
で
す
。
欧
米
で
は
、
人
生
は

『
目
的
』こ
そ
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
本
人
は
、
夢
と
は
儚

い
も
の
だ
と
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り

も
『
誰
か
の
た
め
に
生
き
、
そ
し
て
死

に
た
い
』
と
願
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」（
根
本
氏
）

ひ
と
り
で
も
孤
独
じ
ゃ
な
い

　最
期
ま
で
身
近
な
人
を
想
い
、
大

切
に
し
な
が
ら
去
っ
て
ゆ
く
―
そ
ん
な

姿
に
、
残
さ
れ
た
人
々
は
強
く
胸
を

打
た
れ
る
。
前
出
の
大
河
内
氏
の
父

は
、ま
さ
し
く
そ
ん
な
温
か
な
最
期
を

迎
え
た
。「
膵
臓
が
ん
で
亡
く
な
る
前

夜
に
家
族
を
呼
び
『
先
に
行
く
か
ら

な
。
お
前
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
来
い
』
と

最
期
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

亡
く
な
る
瞬
間
、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

ふ
っ
と
手
を
挙
げ
て
、
少
し
笑
み
を
浮

か
べ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
、

迎
え
に
来
た
誰
か
に
『
お
お
、
久
し
ぶ

り
』
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　死
と
は
『
究
極
の
孤
独
』
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
も
一
緒
に
死
ん
で

は
く
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
仏
教
の
世

界
観
で
は
、
人
は
死
後
、
誰
も
い
な
い

場
所
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
あ
ち
ら
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
自
分
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
」。こ
の
こ
と
を
最
期
の
瞬
間
ま
で

心
に
留
め
て
い
れ
ば
、
恐
怖
に
囚
わ

れ
ず
「
美
し
く
逝
く
」こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
、
先
人
た
ち
は
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
限
定
承
認
」、
相
続
放
棄
と

ど
う
違
う
？

　限
定
承
認
は
、
被
相
続
人
に
ど
の

く
ら
い
の
借
金
が
あ
る
か
不
明
な
場

合
や
、
債
務
超
過
が
明
ら
か
だ
け
れ

ど
も
自
宅
な
ど
の
特
定
財
産
を
承
継

し
た
い
と
き
な
ど
に
選
択
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
限

定
承
認
は
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産

の
限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の

債
務
（
借
金
）
お
よ
び
遺
贈
を
弁
済

す
る
こ
と
を
留
保
し
て
相
続
の
承
認

を
す
る
方
法
で
す
（
9
2
2
条
）。

　た
と
え
ば
、1
億
円
を
相
続
し
た

後
に
、
借
金
が
1
億
3
0
0
0
万
円

あ
る
と
わ
か
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。こ

の
と
き
、
限
定
承
認
し
て
い
れ
ば
、1

億
円
の
範
囲
で
借
金
を
返
済
す
れ
ば

良
く
、
残
り
の
3
0
0
0
万
円
は
返

済
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　限
定
承
認
を
す
る
に
は
、
相
続
財

産
の
目
録
を
作
り
、
自
己
の
た
め
に

相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
と
き
か
ら
3
ヶ
月
以
内
に
家
庭
裁

判
所
に
申
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
9
2
4
条
）。
相
続
人
が
2
人
以

上
い
る
場
合
は
相
続
人
全
員
が
限
定

承
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
9
2
3
条
）。

　限
定
承
認
を
し
た
場
合
、
金
銭
以

外
の
財
産
は
競
売
に
よ
っ
て
す
べ
て

換
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
9
3
2
条
）。
し
か
し
、
相
続
人
の
中

に
自
宅
な
ど
限
定
承
認
者
が
保
有
し

続
け
た
い
財
産
が
あ
る
場
合
、
競
売

に
よ
る
換
価
で
は
な
く
、
家
庭
裁
判

所
が
選
任
し
た
鑑
定
人
の
評
価
額
を

限
定
承
認
者
が
、
自
己
の
固
有
の
財

産
か
ら
弁
済
す
れ
ば
競
売
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
9
3
2
条
）。

　限
定
承
認
を
選
択
し
た
場
合
、
相

続
開
始
の
日
に
被
相
続
人
か
ら
相
続

人
に
相
続
財
産
が
時
価
で
譲
渡
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
譲
渡
所
得
税
が

課
税
さ
れ
被
相
続
人
の
債
務
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
譲
渡
所

得
に
関
し
て
は
相
続
の
開
始
の
あ
っ
た

日
か
ら
4
ヶ
月
以
内
に
被
相
続
人
の

準
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　限
定
承
認
を
し
て
も
相
続
人
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
生
命
保
険
金
の
非
課
税
枠
を
利

用
で
き
ま
す
。
債
務
控
除
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
本
来
の
相
続
財
産
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

2/2

【
超
雑
談
力
】

　
著
者
／ 

五
百
田
達
成

出
版
社
／ 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー・

　
　
　
　トゥエン
テ
ィ
ワ
ン

な
ぜ
、「
雑
談
」
は
難
し
い
の

で
し
ょ
う
?
そ
れ
は
、
雑
談

が
、普
通
の
会
話
と
は
、ま
っ

た
く
違
う
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
、
難
し
く
て
当
た
り
前
。

本
書
に
ま
と
め
た
い
く
つ
か

の
コ
ツ
を
実
践
す
れ
ば
、
雑

談
は
う
ま
く
い
き
ま
す
。

N
G
例
と
O
K
例
を
フ
ム
フ

ム
と
読
み
進
め
れ
ば
、い
つ

の
間
に
か
気
詰
ま
り
な
相
手

と
も
、
大
事
な
相
手
と
も
う

ま
く
話
せ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
達
人
が
教
え

る
、
超
雑
談
力
7
つ
の
ル
ー

ル+
場
面
別
の
コ
ツ
が
満
載
。

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
使
う

英
中
韓
3
か
国
語
き
ほ

ん
接
客
フ
レ
ー
ズ
】

　
著
者
／ 

西
蔭
浩
子 

他

出
版
社
／
研
究
社

英
中
韓
3
か
国
語
接
客
フ

レ
ー
ズ
集
。予
約
受
付
か
ら
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、客
室
業
務
、ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
、和
食
や
お
風
呂

の
説
明
、観
光
案
内
ま
で
、

場
面
別
の
接
客
表
現
を
広

く
網
羅
し
て
い
ま
す
。カ
タ

カ
ナ
ル
ビ
付
き
＆
英
中
韓
の

音
声
あ
り
で
、会
話
対
策
も

完
ぺ
き
。海
外
か
ら
の
お
客

様
を
温
か
く
お
も
て
な
し
す

る
た
め
の
、シ
ン
プ
ル
で
伝

わ
る
ひ
と
こ
と
表
現
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

お
役
立
ち
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(7)  

ご葬儀関連アイテムあれこれ…

2
0
2
4
年
1
1
月
2
2
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ)

「
眠
ら
な
い
魚
も
夢
心

地
」
ふ
わ
も
ち
木
魚

ク
ッ
シ
ョ
ン

　フ
ェ
リ
シ
モ
が
展
開
す
る

「
お
て
ら
ぶ
™」
は
、「
眠
ら
な

い
魚
も
夢
心
地 

ふ
わ
も
ち

木
魚
ク
ッ
シ
ョ
ン
」の
ウ
ェ

ブ
販
売
を
1
1
月
1
5
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
読
経
と

と
も
に
ぽ
く
ぽ
く
と
鳴
り

響
く
木
魚
を
、
リ
ア
ル
な
プ

リ
ン
ト
で
再
現
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
木
魚
の
デ
ザ

イ
ン
は
日
本
で
唯
一
、
寺
院

用
の
大
き
な
木
魚
を
製
造

し
て
い
る
「
市
川
木
魚
製
造

所
」
監
修
と
い
う
こ
だ
わ
り

よ
う
。
見
た
目
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ふ
わ
も
ち
の
心
地

よ
い
触
感
が
く
せ
に
な
り
ま

す
。お
昼
寝
の
枕
に
し
た
り
、

抱
き
か
か
え
た
り
、
ふ
れ
て

い
る
と
じ
ん
わ
り
と
不
思
議

な
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
そ

う
で
す
。

　お
寺
に
あ
る
大
き
い
木

魚
か
ら
着
想
を
得
た
ビ
ッ

グ
サ
イ
ズ
の
木
魚
ク
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。中
わ
た
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た

似
顔
絵
入
り
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

　「動
物
の
お
花
屋
さ
ん
マ

イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
」
を
運
営
す

る
株
式
会
社
岡
田
商
会
（
兵

庫
県
）
は
1
2
月
1
2
日
よ

り
、
故
人
の
似
顔
絵
入
り
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
B
O
X

「
B
l
o
o
m
i
n
g 

M
e
m
o
r
i
e
s 

〜
永
遠

の
記
憶
〜
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

記
憶
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、マ
イ
ペ
リ
ド
ッ
ト
店
主

が
企
画
し
た
、「
思
い
出
を
咲

か
せ
る
」フ
ラ
ワ
ー
B
O
X
。

四
十
九
日
や
一
周
忌
な
ど
、

心
の
整
理
が
少
し
進
ん
だ
節

目
で
、
故
人
を
忍
び
、
改
め

て
追
悼
す
る
た
め
の
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
日
本
香
堂)

2
0
2
4
年
1
月
2
6
日

P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
岡
田
商
会)

果
物
を
集
め
た
か
わ

い
い
木
ダ
ル
マ

　並
べ
て
か
わ
い
い
小
さ
な

果
物
の
天
然
木
か
ら
生
ま
れ

た
小
さ
な
ダ
ル
マ
5
人
組
。

神
棚
・
神
具
な
ど
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ア
イ

テ
ム
を
取
り
扱
う
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
か
み
さ
ま
と

お
う
ち
」で
は
、
木
の
温
も

り
を
大
切
に
し
た
新
た
な
縁

起
物
と
し
て
、フ
ル
ー
ツ
の

木
か
ら
削
り
出
さ
れ
た
小
さ

な
ダ
ル
マ
5
個
セ
ッ
ト
「
フ

ル
ー
ツ
小
だ
る
ま
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
発
売
い
た
し
ま

し
た
。「
ダ
ル
マ
」
と
い
う
縁

起
物
を
、よ
り
身
近
に
・
よ

り
愛
ら
し
い

か
た
ち
で
お

楽
し
み
い
た

だ
き
た
い
と

の
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
、

コ
ン
パ
ク
ト

で
飾
り
や
す

い
ア
イ
テ
ム

で
す
。

シ
ル
エ
ッ
ト
、
ふ
れ
る
た
び

に
癒
や
さ
れ
る
ふ
わ
も
ち
触

感
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
フ
ァ

ス
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
な
の

で
、
ソ
フ
ァ
周
り
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
グ
ッ
ズ
な
ど
を
収
納
す

る
の
に
も
お
役
立
ち
。
ウ
ッ

デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
が
お
部
屋
の

雰
囲
気
に
も
マ
ッ
チ
し
ま

す
。
抱
き
か
か
え
る
の
に

ぴ
っ
た
り
な
サ
イ
ズ
感
な
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

お
と
も
に
。

市
川
木
魚
製
造
所
監
修

　日
本
で
唯
一
、
木
魚
を
作

り
続
け
て
い
る
「
市
川
木
魚

製
造
所
」
が
デ
ザ
イ
ン
を
監

修
。
受
け
継
が
れ
る
職
人
の

技
で
作
ら
れ
る
木
魚
は
、
木

材
の
乾
燥
期
間
も
入
れ
る

と
、
完
成
ま
で
に
1
0
年
以

上
の
年
月
が
か
か
る
と
か
。

ナシ ミカン モモ クリ マンゴー
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宮
城 
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神
社
帆
手
祭
、三
重 

初
午
大
祭（
岡
寺
山
継
松
寺
）(
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日
〜)
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鹿
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神
宮
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、東
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高
尾
山
火
渡
り
祭

奈
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東
大
寺
二
月
堂
修
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会(

〜
14
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福
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若
狭
彦
神
社
お
水
送
り

奈
良 

春
日
大
社
春
日
祭

消
防
記
念
日

宮
城 

竹
駒
神
社
初
午
大
祭(

〜
25
日)

国
際
婦
人
デ
ー
、栃
木 

宇
都
宮
城
桜
ま
つ
り

東
京 

千
体
荒
神
大
祭(

〜
28
日)

彼
岸
明
け
、世
界
気
象
デ
ー

奈
良 

法
隆
寺
会
式(

〜
24
日)

奈
良 

薬
師
寺
花
会
式(

〜
31
日)

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

十
六
団
子

啓
蟄

石
川 

気
多
大
社
お
い
で
祭(

〜
23
日)

彼
岸
入
り

愛
知 

田
縣
神
社
豊
年
祭
、京
都 

清
凉
寺
お
松
明
式

春
分
の
日

桃
の
節
句
、ひ
な
祭
り
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遺
産
分
割
事
件
の
約
7
6
％
は

「
一
般
家
庭
」
で
起
き
て
い
る

　「う
ち
の
家
は
、揉
め
る
ほ
ど
の
遺

産
は
な
い
か
ら
ね
〜
」と
他
人
事
の

よ
う
に
話
せ
て
い
た
の
も
、今
や
昔

の
話
で
す
。
裁
判
所
の『
令
和
4
年

度
司
法
統
計
』に
よ
る
と
、
家
庭
裁

判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
遺
産
分
割
争

い
の
件
数
は
1
2
9
8
2
件
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。こ
れ
は
、2
0
年
前

（
9
0
0
4
件
）の
約
1
・
4
倍
に
増

加
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

同
統
計
に
て
、
遺
産
分
割
事
件
を

遺
産
額
別
に
見
る
と
、
1
0
0
0

万
円
以
下
が
3
3
％
、
1
0
0
0
万

円
〜
5
0
0
0
万
円
が
4
3
％
、

5
0
0
0
万
円
〜
1
億
円
が
1
2
％
、

1
億
円
超
が
8
％
、そ
の
他
不
詳
が

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
7
6
％

は
遺
産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
を
巡

る
事
件
、つ
ま
り
、ご
く
一
般
的
な

家
庭
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、決
し
て
遺
産
が
多
い
か
ら
揉

め
る
わ
け
で
は
な
く
、逆
に
、少
な

い
遺
産
を
奪
い
合
っ
て
い
る
の
が
実

情
と
い
え
ま
す
。

一
般
家
庭
が
揉
め
や
す
い
理
由

　な
ぜ
遺
産
額
が
少
な
い
一
般
家
庭

で
相
続
人
同
士
が
揉
め
て
い
る
の

か
？
そ
の
要
因
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
に「
遺
産
額
の
大
半
が
不
動
産

（
実
家
）で
あ
る
」と
い
う
こ
と
、
第

二
に「
不
動
産
は
分
け
づ
ら
い
資
産

で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。一
般
的

な
家
庭
で
は
、
遺
産
が「
実
家
と
預

貯
金
だ
け
」と
い
う
組
み
合
わ
せ
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
産
総
額
が

1
0
0
0
万
円
〜
5
0
0
0
万
円
で

あ
り
、か
つ
、
遺
産
額
全
体
に
占
め

る
不
動
産
（
実
家
）
価
格
の
割
合
が

高
く
な
る
と
、な
か
な
か
分
割
協
議

が
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　例
え
ば
、親
が
遺
し
た
実
家
と
な

る
と
、
売
却
し
て
売
却
代
金
の
分
配

を
希
望
す
る
者
も
い
れ
ば
、親
と
の

思
い
出
が
あ
る
実
家
を
売
る
こ
と
に

躊
躇
す
る
者
も
い
る
な
ど
、相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
間
で
も
意
見
が
分

か
れ
ま
す
。そ
の
結
果
、相
続
人
の

間
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
紛
争
に

発
展
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

相
続
対
策
よ
り
争
族
対
策

　生
前
に
遺
産
を
ほ
と
ん
ど
使
い
切

る
こ
と
で「
争
い
の
種
」を
取
り
除

く
人
も
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自

分
が
施
設
に
入
所
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、相
続
で
分
け
に
く
い
実
家
を
売

却
換
金
し
、
自
分
の
葬
儀
費
用
以
外

は
遺
産
を
使
い
切
る
と
い
う
も
の
で

す
。子
ど
も
に
は
迷
惑
を
掛
け
ず
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
代
わ
り

に
、
遺
産
も
必
要
最
低
限
し
か
遺
さ

な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
側
も「
親
父
の
人

生
だ
し
、親
父
の
稼
い
だ
金
は
自
由

に
使
っ
た
ら
い
い
」と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
仮
に
、
遺
産
が

何
億
円
も
あ
る
な
ら
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
使
い
切
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、冒
頭
に
あ

る
よ
う
に
、全
体
の
約
7
6
％
が「
遺

産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
」で
揉
め

て
い
る
時
代
で
す
。そ
れ
な
ら
、ほ

と
ん
ど
の
遺
産
を
自
ら
使
い
切
る
こ

と
も
、ど
こ
か
の
団
体
に
遺
贈
寄
付

す
る
こ
と
も
、相
続
人
を
争
わ
せ
な

い
終
活
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

遺産額は、1000万円～5000万円が
いちばん揉める… 2025年1月4日  THE GOLD ONLINE

１日（1938年）

京都府のタクシー会社が
日本初のタクシーメー
ター制を導入。この年の
11月から全国規模に。

タクシー
メーター導入

2日（1963年）

ビートルズの最初のアル
バム「プリーズ・プリー
ズ・ミー」がイギリスで
リリースされる。

ビートルズが
初アルバム

3日（1970年）

20代・30代の女性をター
ゲットにしたファッショ
ン情報誌「an・an」が創刊
される。平均発行部数は
21万部弱。

「an・an」が
創刊される

4日（1967年）

ハワイ出身の高見山が新
十両初の外国出身外国籍
の関取となる。翌年1月
には幕内力士に。1984年
に引退。

外国人初の
関取誕生

7日（1980年）

前年10月に恋人宣言し
た三浦友和との婚約と引
退を発表。同年10月に引
退、11月に結婚。引退時
の年齢は21歳。

山口百恵が
引退発表

8日（1914年）

東京・上野の大正博覧会
会場に日本初のエスカ
レーターが設置され、試
運転が行われる。

日本初エスカ
レーター設置

9日（1959年）

アメリカでバービー人形
の発売が開始。ファッ
ショナブルで精巧な作り
が支持され、爆発的に
ヒットする。

バービー人形
発売開始

10日（2009年）

1985年の阪神タイガー
ス優勝時に道頓堀川に投
棄されたカーネル・サン
ダース人形が24年ぶり
に発見される。

C・サンダース
発見

13日（1937年）

大阪の電気科学館に日本
初のプラネタリウムが設
置。東洋一で約9000個
が投影可能。

日本初の
プラネタリウム

小野田さんが
帰還

14日（1970年）

日本で最初の国際博覧会
である大阪万博が開会。
77カ国が参加。9月13日
に閉会。

日本万国博覧会
開会

15日（2013年）

1980年に発表された新
幹線。側窓を囲んだ緑色
のラインが特徴で、登場
時には「緑の疾風」の愛称
があった。

新幹線200系
電車引退

16日（1934年）

内務省が、瀬戸内海・雲
仙・霧島の3カ所を日本
初の国立公園に指定。国
が保護・管理を行う。

日本初の
国立公園が指定

19日（1927年）

映画の芸術・科学の発展
を図るため、アメリカの
ハリウッドの映画業界関
係者を中心に設立。

アカデミー賞
設立

20日（1951年）

「日本コロンビア」から日
本初のLPレコードが発
売される。発売時の名称
は「長時間レコード」。

日本初のLP
レコード発売

21日（1909年）

大阪毎日新聞社主催の神
戸～大阪間長距離競走が
開催。初めて「マラソン」
の名称が使われる。

日本初の
マラソン競争

22日（1896年）

東京都中央区日本橋本石
町に「日本銀行」本店が落
成。設計者は建築家の辰
野金吾。

「日本銀行」が
落成

25日（1878年）

銀座に開設された中央電
信局の開局祝賀会で50
個のアーク灯が点灯。後
に「電気記念日」に。

日本初の電灯が
点灯される

26日（1958年）

ナンシー梅木がハリウッ
ド映画「サヨナラ」で東洋
人の俳優として初のアカ
デミー賞を受賞。

日本人初の
アカデミー賞受賞

5日（1970年）

核兵器の保有制限、他国
への譲渡・製造・取得の
禁止など、核軍縮を進め
るための条約の一つ。

「核拡散防止条約」
が発効

6日（1946年）

日本初のスポーツ新聞
「日刊スポーツ」（タブロ
イド判4ページで一万五
千部）が創刊される。

「日刊スポーツ」
が創刊

11日（1960年）

アメリカで、太陽の最も
近くをまわる探査機「パ
イオニア5号」が打ち上
げられる。

パイオニア5号
打ち上げ

12日（1974年）

陸軍軍人の小野田寛郎さ
んが、フィリピンのルバ
ング島から30年ぶりに
日本に帰還する。

17日（1988年）

老朽化した後楽園球場に
代わり開場。読売ジャイ
アンツの本拠地。愛称は
「ビッグエッグ」。

「東京ドーム」
がオープン

18日（1946年）

警視庁に初めて婦人警官
が63人が採用される。応
募者数は 1673人で、
26.5倍の難関となる。

婦人警官を
初採用

23日（1930年）

東京の日比谷交差点に、
赤・青・黄の3色による
電気式信号機が設置。そ
れまでは手動式だった。

自動信号機
第1号が設置

24日（1882年）

ドイツの医師、ロベルト・
コッホによって結核菌が
発見された。3月24日は
世界結核デーと制定され
ている。

結核菌の発見

31日（1889年）

パリ万博に合わせて建設
されたエッフェル塔が完
成。フランス人技師の
エッフェルが設計。

エッフェル塔
落成式

29日（1925年）

成年男子による普通選挙
を規定する「普通選挙法」
が加藤高明内閣によって
成立される。

「普通選挙法」
が成立する

30日（1968年）

テレビアニメ「巨人の星」
の放送が開始。「スポ根ア
ニメ」の代名詞的作品と
して人気を博す。最高視
聴率は36.7%。

「巨人の星」が
放送開始

27日（1689年）

松尾芭蕉が江戸を発ち、
東北・北陸の旅に出発す
る。この旅を綴ったのが
「奥の細道」。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅に

28日（1876年）

大礼服着用者、軍人、警察
官以外の帯刀を禁止する
廃刀令が発布。氏族の帯
刀が全面禁止された。

廃刀令が
発布される

３月（弥生・March）
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遺
産
分
割
事
件
の
約
7
6
％
は

「
一
般
家
庭
」
で
起
き
て
い
る

　「う
ち
の
家
は
、揉
め
る
ほ
ど
の
遺

産
は
な
い
か
ら
ね
〜
」と
他
人
事
の

よ
う
に
話
せ
て
い
た
の
も
、今
や
昔

の
話
で
す
。
裁
判
所
の『
令
和
4
年

度
司
法
統
計
』に
よ
る
と
、
家
庭
裁

判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
遺
産
分
割
争

い
の
件
数
は
1
2
9
8
2
件
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。こ
れ
は
、2
0
年
前

（
9
0
0
4
件
）の
約
1
・
4
倍
に
増

加
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

同
統
計
に
て
、
遺
産
分
割
事
件
を

遺
産
額
別
に
見
る
と
、
1
0
0
0

万
円
以
下
が
3
3
％
、
1
0
0
0
万

円
〜
5
0
0
0
万
円
が
4
3
％
、

5
0
0
0
万
円
〜
1
億
円
が
1
2
％
、

1
億
円
超
が
8
％
、そ
の
他
不
詳
が

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
7
6
％

は
遺
産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
を
巡

る
事
件
、つ
ま
り
、ご
く
一
般
的
な

家
庭
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、決
し
て
遺
産
が
多
い
か
ら
揉

め
る
わ
け
で
は
な
く
、逆
に
、少
な

い
遺
産
を
奪
い
合
っ
て
い
る
の
が
実

情
と
い
え
ま
す
。

一
般
家
庭
が
揉
め
や
す
い
理
由

　な
ぜ
遺
産
額
が
少
な
い
一
般
家
庭

で
相
続
人
同
士
が
揉
め
て
い
る
の

か
？
そ
の
要
因
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
に「
遺
産
額
の
大
半
が
不
動
産

（
実
家
）で
あ
る
」と
い
う
こ
と
、
第

二
に「
不
動
産
は
分
け
づ
ら
い
資
産

で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。一
般
的

な
家
庭
で
は
、
遺
産
が「
実
家
と
預

貯
金
だ
け
」と
い
う
組
み
合
わ
せ
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
産
総
額
が

1
0
0
0
万
円
〜
5
0
0
0
万
円
で

あ
り
、か
つ
、
遺
産
額
全
体
に
占
め

る
不
動
産
（
実
家
）
価
格
の
割
合
が

高
く
な
る
と
、な
か
な
か
分
割
協
議

が
ま
と
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　例
え
ば
、親
が
遺
し
た
実
家
と
な

る
と
、
売
却
し
て
売
却
代
金
の
分
配

を
希
望
す
る
者
も
い
れ
ば
、親
と
の

思
い
出
が
あ
る
実
家
を
売
る
こ
と
に

躊
躇
す
る
者
も
い
る
な
ど
、相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
間
で
も
意
見
が
分

か
れ
ま
す
。そ
の
結
果
、相
続
人
の

間
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
紛
争
に

発
展
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

相
続
対
策
よ
り
争
族
対
策

　生
前
に
遺
産
を
ほ
と
ん
ど
使
い
切

る
こ
と
で「
争
い
の
種
」を
取
り
除

く
人
も
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自

分
が
施
設
に
入
所
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、相
続
で
分
け
に
く
い
実
家
を
売

却
換
金
し
、
自
分
の
葬
儀
費
用
以
外

は
遺
産
を
使
い
切
る
と
い
う
も
の
で

す
。子
ど
も
に
は
迷
惑
を
掛
け
ず
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
代
わ
り

に
、
遺
産
も
必
要
最
低
限
し
か
遺
さ

な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
相
続
人

で
あ
る
子
ど
も
の
側
も「
親
父
の
人

生
だ
し
、親
父
の
稼
い
だ
金
は
自
由

に
使
っ
た
ら
い
い
」と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
仮
に
、
遺
産
が

何
億
円
も
あ
る
な
ら
、
自
分
が
生
き

て
い
る
間
に
使
い
切
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、冒
頭
に
あ

る
よ
う
に
、全
体
の
約
7
6
％
が「
遺

産
額
5
0
0
0
万
円
以
下
」で
揉
め

て
い
る
時
代
で
す
。そ
れ
な
ら
、ほ

と
ん
ど
の
遺
産
を
自
ら
使
い
切
る
こ

と
も
、ど
こ
か
の
団
体
に
遺
贈
寄
付

す
る
こ
と
も
、相
続
人
を
争
わ
せ
な

い
終
活
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

遺産額は、1000万円～5000万円が
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１日（1938年）

京都府のタクシー会社が
日本初のタクシーメー
ター制を導入。この年の
11月から全国規模に。

タクシー
メーター導入

2日（1963年）

ビートルズの最初のアル
バム「プリーズ・プリー
ズ・ミー」がイギリスで
リリースされる。

ビートルズが
初アルバム

3日（1970年）

20代・30代の女性をター
ゲットにしたファッショ
ン情報誌「an・an」が創刊
される。平均発行部数は
21万部弱。

「an・an」が
創刊される

4日（1967年）

ハワイ出身の高見山が新
十両初の外国出身外国籍
の関取となる。翌年1月
には幕内力士に。1984年
に引退。

外国人初の
関取誕生

7日（1980年）

前年10月に恋人宣言し
た三浦友和との婚約と引
退を発表。同年10月に引
退、11月に結婚。引退時
の年齢は21歳。

山口百恵が
引退発表

8日（1914年）

東京・上野の大正博覧会
会場に日本初のエスカ
レーターが設置され、試
運転が行われる。

日本初エスカ
レーター設置

9日（1959年）

アメリカでバービー人形
の発売が開始。ファッ
ショナブルで精巧な作り
が支持され、爆発的に
ヒットする。

バービー人形
発売開始

10日（2009年）

1985年の阪神タイガー
ス優勝時に道頓堀川に投
棄されたカーネル・サン
ダース人形が24年ぶり
に発見される。

C・サンダース
発見

13日（1937年）

大阪の電気科学館に日本
初のプラネタリウムが設
置。東洋一で約9000個
が投影可能。

日本初の
プラネタリウム

小野田さんが
帰還

14日（1970年）

日本で最初の国際博覧会
である大阪万博が開会。
77カ国が参加。9月13日
に閉会。

日本万国博覧会
開会

15日（2013年）

1980年に発表された新
幹線。側窓を囲んだ緑色
のラインが特徴で、登場
時には「緑の疾風」の愛称
があった。

新幹線200系
電車引退

16日（1934年）

内務省が、瀬戸内海・雲
仙・霧島の3カ所を日本
初の国立公園に指定。国
が保護・管理を行う。

日本初の
国立公園が指定

19日（1927年）

映画の芸術・科学の発展
を図るため、アメリカの
ハリウッドの映画業界関
係者を中心に設立。

アカデミー賞
設立

20日（1951年）

「日本コロンビア」から日
本初のLPレコードが発
売される。発売時の名称
は「長時間レコード」。

日本初のLP
レコード発売

21日（1909年）

大阪毎日新聞社主催の神
戸～大阪間長距離競走が
開催。初めて「マラソン」
の名称が使われる。

日本初の
マラソン競争

22日（1896年）

東京都中央区日本橋本石
町に「日本銀行」本店が落
成。設計者は建築家の辰
野金吾。

「日本銀行」が
落成

25日（1878年）

銀座に開設された中央電
信局の開局祝賀会で50
個のアーク灯が点灯。後
に「電気記念日」に。

日本初の電灯が
点灯される

26日（1958年）

ナンシー梅木がハリウッ
ド映画「サヨナラ」で東洋
人の俳優として初のアカ
デミー賞を受賞。

日本人初の
アカデミー賞受賞

5日（1970年）

核兵器の保有制限、他国
への譲渡・製造・取得の
禁止など、核軍縮を進め
るための条約の一つ。

「核拡散防止条約」
が発効

6日（1946年）

日本初のスポーツ新聞
「日刊スポーツ」（タブロ
イド判4ページで一万五
千部）が創刊される。

「日刊スポーツ」
が創刊

11日（1960年）

アメリカで、太陽の最も
近くをまわる探査機「パ
イオニア5号」が打ち上
げられる。

パイオニア5号
打ち上げ

12日（1974年）

陸軍軍人の小野田寛郎さ
んが、フィリピンのルバ
ング島から30年ぶりに
日本に帰還する。

17日（1988年）

老朽化した後楽園球場に
代わり開場。読売ジャイ
アンツの本拠地。愛称は
「ビッグエッグ」。

「東京ドーム」
がオープン

18日（1946年）

警視庁に初めて婦人警官
が63人が採用される。応
募者数は 1673人で、
26.5倍の難関となる。

婦人警官を
初採用

23日（1930年）

東京の日比谷交差点に、
赤・青・黄の3色による
電気式信号機が設置。そ
れまでは手動式だった。

自動信号機
第1号が設置

24日（1882年）

ドイツの医師、ロベルト・
コッホによって結核菌が
発見された。3月24日は
世界結核デーと制定され
ている。

結核菌の発見

31日（1889年）

パリ万博に合わせて建設
されたエッフェル塔が完
成。フランス人技師の
エッフェルが設計。

エッフェル塔
落成式

29日（1925年）

成年男子による普通選挙
を規定する「普通選挙法」
が加藤高明内閣によって
成立される。

「普通選挙法」
が成立する

30日（1968年）

テレビアニメ「巨人の星」
の放送が開始。「スポ根ア
ニメ」の代名詞的作品と
して人気を博す。最高視
聴率は36.7%。

「巨人の星」が
放送開始

27日（1689年）

松尾芭蕉が江戸を発ち、
東北・北陸の旅に出発す
る。この旅を綴ったのが
「奥の細道」。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅に

28日（1876年）

大礼服着用者、軍人、警察
官以外の帯刀を禁止する
廃刀令が発布。氏族の帯
刀が全面禁止された。

廃刀令が
発布される

３月（弥生・March）

(８)  


